
3 南朝瓦総論

A はじめに

（原題：南朝瓦的研究綜述）

賀雲闘
（南京大学）

南朝の瓦は1949年以前に南京で発見され(1)、1970年代には南京市内の清涼山付近、すなわ

ち六朝時代の石頭城でも出土した(2)。そして80年代以降は、 江西省の九江(3)、成都(4)、鎮江(5)、

南京(6)、広小卜(7)、徐J、卜1<s)などでも出士している。しかし、これらの資料はいまだその重要性が＋

分に認識されていない。筆者は90年代にこの課題に注目 し、1998年に南京で開催された 「六

朝文化についての国際学術シンポジウム」において「六朝瓦当の基礎的研究」という論文を発

表した(9)。その後も一連の発掘資料の報告と研究論文の発表をおこない(10)、同時に、王志高先

生も自身の重要な成果を発表している(11)0

南朝瓦の研究については、研究者の関心を褐たとはいえ、筆者もふくめて瓦の製作技術的側

面についての研究は未だ不十分である。

2006年3月、筆者は南京において、光栄にも朱岩石氏を筆頭とする日中共同研究「古代東ア

ジアの造瓦技術の変遷と伝播」の一員として、南京の梁蒲偉墓門閲遺跡、鐘山南朝祭壇遺跡、

鐘山2号寺廟遺跡（南朝から唐代まで）、南朝宋代の三山街 「明堂」碍出土地点、南京付近の六

朝窯跡などから出土した瓦碍資料を共同で観察した。この共同組織は瓦の拓本を作成した(12)0 

これらの瓦資料の大多数はこれまで未発表であり、国内外の研究者が利用できるように、以下、

本稿では資料紹介と製作技術に関する初歩的な分析をおこなう。

B 鐘山南朝祭垣遺跡の出土瓦

鐘山南朝祭壇遺跡は1999年4月に発見され、その後、 2001年3月まで2年近く発掘調査を

おこなった。前後して 1号壇、 2号壇、 3号建築区を発見し、 1号壇の資料についてはすでに

略報を発表した(13)。2号壇、 3号建築区の資料は現在整理中である。今回発表するのは、 1号

壇、2号壇、 3号建物区から出土した資料の一部である。

(i)軒丸瓦

標本1 (T901③: 29) 灰色で外縁が高く、やや軟質。胎土は比較的粗い。外縁は半分欠け

ており、文様は八弁蓮華文。蓮弁は細身で、中央に稜線がとおる。蓮弁のあいだの間弁の頂部

は3つに分かれた尖頭の蓮菅形である。その輪郭はかなり直線的で、間弁の軸も明確である。
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中房は突出し、 9つの蓮子 (1+ 8)をかざる。蓮華と外縁の間には圏線が一周する。瓦当裏

面は平坦。丸瓦の接合痕跡が明瞭で、接合部両端には指頭圧痕がある。瓦当径14.4cm、外縁幅

1.0cm、外縁高0.8cm、中房径2.8cm、厚さ 2.3cm (附図 1-1)。

標本2 (T1206④: 10) 青灰色の完形で、やや軟質。胎土は比較的細かい。八弁蓮華文で、

蓮弁は幅があり、中央に稜線がとおる。間弁は大きなT字形で、輪郭は直線的である。中房は

わずかに突出し、蓮子もはっきりしない。蓮弁と外縁の間には圏線があるが、不明瞭である。

瓦当裏面は丁寧に調整し、接合痕跡も明確で、ナデつけた痕跡がある。瓦当径13.8cm、外縁幅

1.1 cm、外縁高0.8cm、中房径2.9cm、厚さ 1.9cm (附図 1-2)。

標本3 (T2702③: 18) 灰色。完形で外縁が高く、全体に粗雑なつくりである。やや軟質

で、胎土は比較的粗い。九弁蓮華文で、蓮弁は細身。間弁は、頂部が三叉の尖頭で、輪郭は直

線的で垂直に立ちあがる。間弁の軸は不明確である。中房は突出せず、周囲には圏線が一周し、

蓮子は8つ (1+ 7)だが、すでに磨耗している。蓮華と外縁の間にも圏線が一周する。瓦当

裏面は凹凸があり、接合痕跡は明確でない。瓦当径14.0cm、外縁幅1.0cm、外縁高 1.1cm、中

房径 3.0cm、厚さ 2.3cm (附図1-3)。

標本4 (T2702③ : 31) 青灰色。高い外縁で完形。やや硬質で、胎士も比較的細かい。八

弁蓮華文で、蓮弁は幅があり、稜線がとおる。間弁は太く大きなT字形で、輪郭は直線的であ

る。中房はやや突出し、中央がくぼむ。蓮子は7つ (1+ 6)。蓮華と外縁の間には圏線が一周

する。瓦当裏面の調整は普通で、接合痕跡が明瞭で接合部両端には指頭圧痕がある。瓦当径13.5

cm、外縁幅1.2cm、外縁高0.8cm、中房径2.7cm、厚さ 1.9cm (附図1-4)。

標本5 (T1206④: 21) 灰色で高い外縁をもつが、外縁の幅は均ーではない。やや軟質で、

胎土は比較的粗い。つくりも粗雑である。九弁蓮華文。蓮弁は短く細身で、稜線が通る。間弁

の軸は不明瞭で、頂部には三叉の尖頭蓮董形があり、その輪郭は弧形である。中房は突出せず、

周囲に圏線が一周し、 7つの蓮子 (1+ 6)をかざる。蓮華文と外縁の間には圏線が一周する。

瓦当裏面には丸瓦の接合痕跡が明瞭で接合部両端には指頭圧痕がある。瓦当径13.0cm、外縁幅

0.6"'-'l.O cm、中房径2.8cm、厚さ 2.0cm (附図 1-5)。

標本6 (T3102③: 7) 灰色で、外縁は半分残存する。やや軟質で、胎土は比較的細かい。

九弁蓮華文で、蓮弁は細身。間弁は太く大きなT字形で、その輪郭は直線的である。中房はや

や突出し、蓮子は磨耗しているが、 7つ (1+ 6)ある。蓮華と外縁の間には圏線が一周する。

瓦当裏面の調整は普通で、丸瓦接合痕跡や接合部両端の指頭圧痕がある。瓦当径13.6cm、外縁

幅 1.1cm、外縁高0.6cm、中房径3.2cm、厚さ 2.1cm (附図1-6)。

標本7 (T309③: 1) 灰色で、外縁は高い。やや軟質で、胎土は比較的粗い。十二弁蓮華

文で、蓮弁は密に配されるが、扁平で短小。蓮弁中央に稜線が通る。蓮弁の周辺には凸線の細

い輪郭線があり、間弁は頂部が3つにわかれる尖頭の蓮蕃形で、三叉の輪郭は弧形を呈する。

中房はやや突出し、蓮子の周囲には圏線が二重にめぐり、 8つ (1+ 7)の蓮子をかざる。蓮
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3 南朝瓦総論

華と外縁の間には圏線が一周する。瓦当裏面は即凸があり、丸瓦の接合痕跡や接合部両端の指

頭圧痕が残る。瓦当径14.4cm、外縁幅 1.3cm、外縁裔 1.0cm、中房径3.0cm、厚さ 2.8cm (附

図1-7)。

標本8 (T309③ : 5) 灰色で、外縁は幅広い。つくりは普通で、やや軟質。胎土は比較的

粗い。九弁蓮華文。蓮弁は短小で幅がある。間弁は、頂部が三叉をなす尖頭の蓮菅形で、輪郭

は直線的で垂直に立ち上がり、軸は明確である。中房は突出し、蓮子は8つ (1+ 7)をかざ

る。蓮華と外縁の間には圏線がない。瓦当裏面は平坦で、接合痕跡や接合部両端の指頭圧痕が

ある。瓦当径13.6cm、外縁幅 1.5cm、外縁裔0.5cm、中房径3.5cm (附図 1-8)。

(ii)丸瓦

標本1 (T2701③ : 1) 灰色の完形品。硬質で、胎土は細かい。無文で玉縁は短く、玉縁の

端部は調整して断面半円形におさめる。筒部の曲率は比較的大きい。玉縁と筒部の接合部分に

は、接合粘土や接合痕跡が残る。長さ 27.6cm、幅15.0cm、玉縁長3cm、厚さ 0.8,,.....,1.2cm (附

図2-1)。

標本2 (T1206④: 30) 灰色の破片。凸面は無文で、筒部の特徴は基本的に標本1と同様

である。凹面には布目があり、予縁部と筒部の接合部には接合粘士の痕跡が明瞭に残る。残存

長 15.4cm、幅 12.4cm、玉縁長3.4cm、厚さ 1cm (附図2-2)。

(iii)平瓦

標本1 (T2904③: 8) 灰黄色を呈する破片。比較的硬質で、胎土は細かい。凸面は無文で、

広端寄りに2条の浅い凹線があり、凹線下端には縦方向のナデの痕跡がある。凹面には、細か

い麻の布目が全体に残る。両側面には分割痕跡がある。残存長 13.9cm、残存幅13cm、厚さは

瓦の中ほどで 1.2cm (附図2-3)。

(iv)鐘山南朝祭壇遺跡出土瓦の特徴

この遺跡から出士した瓦の特徴は以下のとおりである。

1 焼成は一般にやや軟質で、色調は黄色がかっている。これは、この地点から出士した

瓦の明確な特徴で、建物が「郊壇」であるということと関係するものと考える。

2 瓦当の外縁はいずれも高く、瓦当面より高く突出している。これは南朝瓦の普遍的な

特徴である。蓮華文は八弁か九弁で、 一部十二弁がある。蓮弁の形はやや細身で、蓮華

文と外縁の間には圏線が一周する。

3 瓦当はすべて、箔型で作成したのちに外縁を取り付ける。同時に、別に作成した丸瓦

と接合する。丸瓦と瓦当外縁の接合部の内側には接合粘土を使用して表面をナデつけ、

その両端を指頭で押さえることで、接合を強固にしている。このため、瓦当裏面の丸瓦

接合部の両端には、かなり深い指頭圧痕が残る。

4 丸瓦の製作技法の特徴は、凸面が無文であることである。これは、南京出土の呉や西

晋時期の丸瓦凸面に、縄叩きやほかの叩き痕跡が残るのと大きく異なる。凹面には布目
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があり、模骨を使用したことがわかる。布は、製作時に模

骨の表面を包み、丸瓦の円筒を作成後、粘土円筒を抜き取

るさいに役立つ。丸瓦両側面の凹面側には分割赦面があり、

円筒を作成後に模骨からはずし、刀状工具で筒の内部から

切り込みをいれて2分割したことがわかる。玉縁と筒部は

それぞれ別に作って接合するため、凹面の接合部には接合

粘士があり、表面にナデつけられた痕跡が明瞭に残る。

5 平瓦の特徴は、凸面が無文で、一部にナデ痕跡がある。

製作の過程で凸面を工具でなでた工程があり、これはその

前の叩きの工程とは別である。 凹面には布目があり、両側

面には分割痕跡がある。その理由は丸瓦と同様である。し

かし、「古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と伝播に関す

る研究」の日本人研究者は、南京において瓦を調査した際

に、一部の平瓦凹面に糸切りの痕跡を発見した。最近、南 図1 丸瓦凹面の糸切り痕

京市大光路の建設工事現場の南朝時期の層から丸瓦が出士したが、このうち 3点の丸瓦

の凹面には明確な糸切り痕がみられる（図1)。これは、南朝の時期に粘土板で成形した

丸瓦と平瓦が存在したことを示すものである(14)。

この遺跡から出土した瓦碍、磁器片などの特徴と文献史料を総合すると、 この祭壇遺跡は、

南朝宋の孝武帝が大明3年 (459)に造営した建康城の「北郊壇」の遺跡で、その使用年代が南

朝宋代をこえることはない。したがって、この遺跡から出土した瓦の製作技術は、南朝の早い

時期の特徴をそなえていることになる。

c 梁南平王蒲偉墓門開遺跡の出土資料

梁の南平王藩偉墓門閥遺跡は2000年 10月に研究課題「六朝帝王陵の考古学的調査」に従事

していた際に発見され、同年 12月に発掘を終了した。関連資料と研究成果はすでに発表して

いる(15)。以下の標本資料は、 文化財保護部門が 2003年に遺跡を埋め戻して遺跡公園にする前

にこの遺跡で採集した、 未発表資料である。

(i)軒丸瓦

標本1 (XQ: 7) 灰色。やや硬質で、胎土は比較的細かい。 外縁は高く、 八弁蓮華文。蓮

弁の輪郭線は剛直で、蓮弁自体は豊満である。間弁は明確で、頂部がY字形を呈し、輪郭は直

線的である。 Yの中に横線を1本入れる。 中房は小ぶりでやや突出し、 周囲には圏線が一周し

て6個の蓮子 (1+ 5)をかざる。蓮弁と外縁の間には圏線が一周する。瓦当裏面は平滑で、調

整も丁寧である。丸瓦接合部には接合粘土の痕跡があり、丸瓦接合部の両端に指頭圧痕が残る。

瓦当径13.5cm、外縁幅1.2cm、外縁高 1.0cm、中房径 1.9cm (附図3-2)。

-44-



3 南朝瓦総論

標本2 (XQ: 8) 灰色。やや硬質で、胎土は比較的細かい。 外縁は高く、十弁蓮華文。 蓮

弁の輪郭線は柔和で、蓮弁自体は細いが、ボリュームがある。間弁は明確で、頂部が三叉形を

呈し、その輸郭は弧形を星する。中房はやや突出し、 9個の蓮子 (1+ 8)をかざる。蓮弁と外

縁の間には圏線が一周する。外縁上には忍冬文をかざるが、部分的に明確でないところがある。

瓦当裏面は平滑で、調整も丁寧である。丸瓦の接合部はナデつけられ、接合部の両端には指頭

圧痕がある。瓦当径 12.0Clll、外縁幡0.8,...,_,1 cm、外縁高0.7cm、中房径2.4cm (附図3-1)。

標本3 (XQ: 9) 灰色。やや硬質で、胎士は比較的細かい。外縁は高く、八弁蓮華文。蓮

弁の輪郭線は柔和で、蓮弁自体は幅があり、豊満である。間弁は不明確で、 その頂部は弧線の

三角形を呈する。中房はやや突出し、 7個の蓮子 (1+ 6)をかざる。蓮弁と外縁の間には圏線

がない。瓦当裏面は平滑で、調整も丁寧である。 丸瓦接合部には接合粘土の痕跡があり、丸瓦

接合部の両端には指頭圧痕が残る。時代は南朝中期。瓦当径 12.3cm、外縁幅0.8,...,_,l.2cm、外

縁高0.8cm、中房径2.4cm (附図3-3)。

(ii)丸瓦

標本1 (XQ: 採集2) 広端部分が残る。青灰色を呈し、比較的硬質で、胎土は細かい。凸

面は無文で-~縁は短く、全体に丁寧に調整され、肩部と宝縁凸面のなす角度は鋭角である。

凸面は柔らかな光沢があり、玉縁と筒部の接合痕跡が明瞭である。凹面は凹凸があり、細かい

布目が残る。長さ 20.5cm、幅14.1Clll、高さ 5.6Clll、玉縁長3Clll、筒部の厚さ1.2Clll。

(iii)平瓦

標本1 (XQ: 採集1) 半分が残存する。青灰色を呈し、比較的硬質で、 胎土は細かい。凸

面は無文で、広端部には2条の横方向の浅い凹線がある。 平瓦の凹面中央には縦方向のナデの

痕跡がある。広端面は丸みをおびている。両側面には、 厚みの半分をこえる切り込みがある。

長さ 34cm、残存幅15cm、厚さ 1.1,...,_,l.2cm。

(iv)梁蒲偉墓門開遺跡出土瓦の特徴

本遺跡から出土した瓦の特徴は次のとおりである。

1 瓦当の焼成は比較的良好である。鐘山壇類建

物址から出土した瓦よ りも優れている。蓮華文

は八弁か十弁。外縁は高く、 一部の外縁上には

簡略化した忍冬文がある。この種の忍冬文をか

ざる瓦当は南朝台城宮殿区でも発見されている

（図2)。製作方法は、瓦当を箔型で製作し、つ

ぎに瓦当の外縁を付け加え、最後に丸瓦を接合

する。接合部の接合粘土はナデつけられ、その

両端は指頭で押さえている。

2 丸瓦と平瓦の製作方法は、鐘山南朝祭壇遺跡
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と類似する。しかし、平瓦の凹面には明瞭な縦方向のナデの痕跡があり、これが本遺跡

の平瓦の特徴となっている。

梁の南平玉簾偉墓門閥の墓主は死亡年が明確であり、この墓と瓦の年代の上限は、梁の大通

4年 (532)年を遡ることはない。下限は梁朝が滅亡する前である。したがって、この瓦は南朝

中期を代表する特徴を有していることになる。

D 鐘山2号寺廟遺跡の出土資料

鐘山2号寺廟遺跡は1999年 11月に発見され、その後4度の試掘調査をおこなった。一部の

資料と研究成果はすでに発表している。この遺跡は、南朝時期の著名な寺院、鐘山定林寺であ

る可能性が高いと考える(16)。この遺跡は、上から順に、清代、隋唐代、南朝時期の遺構が重複

する。遺跡の面積はかなり大きく、出士した瓦も豊富で、とくに南朝から隋唐代の遺構の序列

は、南京地区における 5世紀から 10世紀の蓮華文瓦当の変化を理解するうえで重要な意義を

有している。

(i)軒丸瓦

標本1 (1号平台 TGll: 13) 灰色で、外縁は少し欠ける。比較的硬質で、胎土は細かい。

八弁蓮華文。蓮弁はやや豊満である。間弁は明確で、太く大きなT字形の頂部をもち、その輪

郭は直線的である。中房はやや突出し、 7つ (1+ 6)の蓮子をかざる。蓮華と外縁の間には圏

線が一周する。瓦当裏面は凹凸があり、調整も粗雑で回転渦文がある。丸瓦接合痕跡は明確で、

その両端に指頭圧痕がある。時代は南朝中期。瓦当径13.0cm、外縁幅0.8,......,1.1cm、外縁高0.8

Clll、中房径2.7cm、厚さ 2.0Clll (附図4-1)。

標本2 (I区 T304③:7) 灰色で、外縁は高い。やや軟質で、胎土は比較的粗い。外縁は

半分ほど残存する。九弁蓮華文で、作りはかなりよい。蓮弁は細身で、中央には稜線がとおる。

間弁は頂部が三叉の蓮帯形をなし、その輪郭は平らで軸はやや太い。中房はやや突出し、 6つ

(1 +5)の蓮子をかざる。蓮華と外縁の間には圏線が一周する。瓦当裏面は凹凸があり、回転

渦文がある。丸瓦接合痕跡は明確で、両端に指頭圧痕が残る。時代は南朝前期。瓦当径 13.8

Clll、外縁幅1.2cm、外縁高 1.2Clll、中房径2.8cm、厚さ 2.4cm (附図4-3)。

標本3(I区T305③:15) 青灰色で外縁は高い。硬質で胎上は比較的細かい。八弁蓮華文。

蓮弁は細身で、先端は三角形に近い。間弁は、頂部が三叉の蓮蕃形で、その輪郭は直線的であ

る。形はかなり小さく、軸は二重線である。中房はやや突出し、 7つ (1+6)の蓮子をかざる。

蓮華文と外縁の間には2重の圏線がめぐる。瓦当裏面は凹凸があり、粗雑なつくりである。丸

瓦接合痕跡は明確で、両端に指頭圧痕が残る。時代は南朝中～後期。瓦当径 12.5Clll、外縁幅

1.2,......,1.4 cm、外縁高0.8cm、中房径2.5cm、厚さ 2.1cm (附図4-4)。

標本4 (1号平台 TG9 : 8) 灰色の破片で、外縁は高い。やや軟質で、胎土は比較的粗

い。六弁蓮華文だが、三弁のみ残る。蓮弁は幅があり、大きい。蓮弁の先端は内側に入り込み、
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切り込みが入る。間弁の頂部は弧線の三角文で、その両角は左右へ伸びて相互に連接する。外

縁の横断面は上が狭く、下が広い。瓦当裏面と丸瓦の接合痕跡は不明瞭である。時代は南朝後

期。外縁上部幅1.2cm、下部幅1.6Clll、外縁高 1.2Clll (附医5-3)。

標本5 (I区 T405③:64) 灰色で、外縁は高く、凸線で獣面を表現する。水滴形の両目

は斜めに立ち上がって突出し、楕円形の輪郭がある。三角形の高い鼻は上で額に達し、鼻の両

脇には斜め方向にのびる枝状の飾りがある。鼻の下部には山字形の鼻孔をもつ。口部の造形は

特殊で、左、右、下部は線で縁取りし、上唇は円弧形につくる。大きく開いた口には、三角形

の門歯と犬歯があらわになっている。口の両側と下部には、放射状の巻き毛がある。瓦当裏面

は凹凸があり、丸瓦接合部の痕跡が明瞭に残る。時代は南朝前期。瓦当径11.8Clll、外縁幅1.0

cm、外縁高0.8Clll、厚さ 2.2cm (附図5-5)。

標本6 (I区 T405③:47) 灰色で、外縁は高い。やや軟質。胎土は比較的粗い。十弁蓮

華文で、つくりはよい。蓮弁は豊満で、一部の蓮弁中央に稜線がとおる。間弁の頂部は弧線の

三叉の蓮菅形で、その輪郭は直線的である。中房はやや突出し、周囲には圏線が一周する。圏

線の外側には放射状の短く細い線がある。蓮子は9つ (1+ 8)をかざる。蓮華文の外側をめ

ぐる圏線はない。瓦当裏面は凹凸があり、丸瓦接合痕跡は明瞭で、両端には指頭圧痕が残る。

時代は南朝前期。瓦当径13.4Clll、外縁幅1.2Clll、外縁高0.9Clll、瓦当径3.3Clll、厚さ 1.6Clll (附

図5-6)。

標本7 (I区TlOl③:90) 灰色の破片。やや軟質で、胎土は比較的粗い。九弁蓮華文。蓮

弁は細身で扁平である。一部の蓮弁中央には稜線がとおる。間弁は、頂部が三叉の蓮菅形で、

その輪郭は弧形を呈する。中房はやや突出し、 6つ (1+ 5)の蓮子をかざる。蓮華と外縁の間

に圏線が一周する。瓦当裏面は凹凸があり、丸瓦接合痕跡は明確で、指頭圧痕が残る。時代は

南朝前期。外縁幅1.1Clll、外縁高0.8cm、中房径2.4cm、厚さ 2.4Clll (附図4-2)。

標本 17(I区 T405②:29) 灰色で、外縁は高く、よく残っている。やや軟質で、胎士は

比較的粗い。八弁蓮華文。蓮弁は細身で、蓮弁の周囲には輪郭線が一周する。間弁の軸はとぎ

れ気味で、頂部は弧線の三角形を呈しその輪郭は直線的である。中房は突出せず、中房の周囲

には圏線がめぐり、 6つ (1+ 5)の蓮子をかざる。蓮華文と外縁の間には圏線が二周し、圏線

の間には計29の珠文をかざる。瓦当裏面は凹凸があって、中央部が突出し、回転渦文がある。

丸瓦接合痕跡は明確で、両端に指頭圧痕が残る。時代は隋唐。瓦当径15.8cm、外縁幅 1.1Clll、

外縁高 1.1cm、中房径3.5cm、厚さ 2.6cm (附図4-5)。

標本18(II区ATGl:6) 青灰色で、外縁は高く、よく残っている。やや軟質で、胎土は比

較的粗い。九弁蓮華文。蓮弁の配列は比較的密で、弁は短く豊満である。間弁の軸はとぎれ気

味で、頂部は弧線の三角形を呈し、その輪郭は直線的である。中房は突出せず、周囲に圏線が

一周して、 5つ (1+4)の蓮子があり、中心蓮子はほかのものより大きい。蓮華文と外縁の間

には圏線が一周し、圏線と外縁の間には珠文が配される。瓦当裏面は凹凸があり、回転渦文が
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ある。丸瓦接合痕跡は明確で、両端に指頭圧痕が残る。時代は隋唐。瓦当径 14.8cm、外縁幅

1.3 cm、外縁高 0.8cm、中房径 1.9cm、厚さ 2.5cm (附図4-6)。

標本 19(II区ATG2:8) 灰色でつくりはよく、外縁は高い。やや硬質で、胎土は比較的細

かい。＋ー弁蓮華文で、蓮弁は細身である。蓮弁の先端は弧線の三角形となり、 輪郭は直線的

である。中房はやや突出し、周囲には圏線が一周して、 16個 (1+ 5 + 10)の蓮子がある。蓮

華文と外縁の間には圏線がなく、外縁の内側に細かい珠文がめぐる。瓦当裏面は凹凸があり、

回転渦文がある。接合痕跡は明確で、両端に指頭圧痕が残る。時代は隋唐。瓦当径 15.6cm、外

縁幅 1.6,,..__,2.0cm、外縁高 0.9cm、中房径4.0cm、厚さ 2.6cm (附図5-1)。

標本 20(I区 T303② : 15) 灰黒色で、外縁は高い。やや軟質。胎土は比較的粗い。八弁

蓮華文で、 6弁が残存する。蓮弁は豊満で、蓮弁の周囲には輪郭線が一周する。間弁の軸はと

ぎれ気味で、頂部は弧線の三角形、その輪郭は直線的である。中房は突出せず、中房の外側に

圏線が一周して7個 (1+6)の蓮子がある。蓮華文と外縁の間には圏線が一周し、圏線の外側

には珠文がめぐる。瓦当裏面は凹凸があり回転渦文がある。 接合痕跡は明確で、両端に指頭圧

痕が残る。時代は隋唐。外縁幅 1.3cm、外縁高 0.8cm、中房径3.8cm (附図5-2)。

標本 21(1号平台 TG5:14) 灰色で外縁は高い。やや軟質。胎士は比較的粗い。八弁蓮華

文で、蓮弁は細身である。蓮弁の縁には凸線の輸郭線をもつ。間弁は弧線の三角形で、その輪

郭は垂直に立ち上がる。中房は突出し、蓮子7つ (1+ 6)をかざる。蓮弁と外縁の間には圏

線がなく珠文が一周する。瓦当裏面は凹凸があり、中央が突出する。丸瓦接合痕跡は明瞭で、

両端には指頭圧痕が残る。時代は隋唐。瓦当径14.4cm、外縁幅 1.2cm、外縁涵 1.2cm、瓦当径

3.2 cm、厚さ 2.6cm (附図5-4)。

(ii)丸瓦

標本1 (I区T304③ : 10) 灰黄色でやや硬質。胎土は細かい。大きさは比較的小さい。玉

縁は短く、端部を丸く調幣して断面半円形を呈する。筒部の曲率はかなり大きい。 凸面は滑ら

かで光沢があり、凹面には布目がある。玉縁と筒部の接合部凹面は、接合粘土の痕跡が明確で

ある。南朝前～中期。長さ 20.5cm、幅 11.8cm、高さ 6.6cm、玉縁長 2.5cm、厚さ 1.2cm。

標本4 (I区 T405③ :4) 玉縁がすべて欠けている。灰色で、筒部の特徴は標本1と同じ

である。時代は南朝前～中期。筒部の中央に円形に近い釘孔があり、孔の径は約1cm。残存長

14cm、残存幅 12.5cm、厚さ 1.5cm。

標本5 (I区T302③:17) 青灰色。比較的重厚で狭端部、広端部は平らに整えられる。筒

部の曲率はやや小さく、凸面にはナデの痕跡がある。凹面は布目が残る。玉縁と筒部の接合部

はナデ調整により、滑らかである。時代は南朝前～中期。全長 35.6cm、幅 16cm、高さ 6.2cm、

玉縁長 5.2cm、厚さ 2.1cm。

(iii)平瓦

標本2 (I区 T302③:4) 青灰色で比較的硬質。胎土は細かい。凸面は無文で、広端側に
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は1条の横方向の浅いくぼみがあり、中央部には縦方向のナデ痕跡がある。凹面の狭端側には

2つ一組の横方向のくぼみ (10個）があり、上部にもいくつかのくぼみが残存する。全体に細

かい布目がある。両側面は、瓦の厚みの半分をこえて切り込みが入る。時代は南朝前～中期。

残存長30Clll、残存幅 15Clll、厚さ 1.1,......,1.2crn(附図6-5)。

標本4 (I区T405③:10) 青灰色で比較的硬質。凸面の広端側に横方向のナデ調整があり、

凹面は布目。凹面の広端側には1条の幅をもった線がある。側面には分割痕跡が残る。時代は

南朝前～中期。長さ 21Clll、残存幅17Clll、厚さ 1.5,......,1.7Clll。

(iv)軒平瓦

標本1 (I区T405②:2) 青灰色を呈し、軟質で胎土も比較的粗い。端面の中央に 1条の

太い凸線をもち、その上部には太く短い斜線文がある。端面の上部と平瓦部凹面は連続し、平

らである。端面の下部には、波状文を指で捻り出している。平瓦と端面の接合痕跡は明瞭であ

る。時代は隋唐。残存幅19.4Clll、高さ 3.5Clll (附図6-3)。

標本2 (I区 T203②:5) 青灰色で、基本的特徴は標本1と同様である。時代は隋唐。残

存幅 13.6Clll、高さ 4.0Clll (附図6-2)。

標本3 (1号平台TGll:10) 青灰色で、つくりは粗雑である。端面の中央に 1条の太い凸

線をもち、その上部には太く短い斜線文がある。端面の上部と平瓦部凹面は連続し、平らであ

る。端面の下部には、波状文を指で捻り出している。平瓦と端面の接合痕跡は明瞭である。時

代は隋唐。残存幅 14.5Clll、高さ 3.5Clll (附図6-1)。

標本4 (I区 T505②:4) 灰色を星し、軟質で胎土も比較的粗い。つくりは簡単である。

端面の中央に 1条の太い凸線をもち、その上部と下部に太く短い斜線文がある。端面の上部は

平瓦凹面よりも高く突出する。平瓦と端面の接合痕跡は明瞭である。時代は隋唐。残存幅19.4

Clll、高さ 3.5Clll (附図6-4)。

(V)鐘山2号寺廟遺跡出土瓦の特徴

1 鐘山2号寺廟遺跡出土の軒丸瓦は、蓮華文と獣面文の2つに分類される。蓮華文が多

数を占め、唐代の層からは未だ獣面文瓦当が出土していない。

2 南朝時代の蓮華文軒丸瓦の質は、 一般にかなり良

好である。外縁は高く、蓮華文は六弁、八弁、九弁、

十弁がある。瓦当の製作技術および瓦当と丸瓦の接

合方法は、鐘山壇類建物遺跡や繭偉墓門閑遺址から

出土した同類の瓦当と類似している。ただし、一部

の瓦当の裏面には阿転渦文があるのが特徴である。

この種の回転渦文は、呉の人面文瓦当に多く見られ

るが、南朝時期になるとあまり見られなくなる。し

たがって、これらの南朝時期の瓦当は製作技法にお
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いて一定の特徴がある。

3 隋唐時代の蓮華文軒丸瓦は、蓮弁の周囲に珠文を多くかざる。珠文をかざる蓮華文瓦

当は南朝中、後期には出現している（図3)。中房は一般に突出せず、間弁の軸はとぎれ

気味で、ほとんどみえないものもある。頂部の三角形の蓮薔文だけが残る場合がある。

一部の瓦当の裏面には、南朝瓦当と同様の回転渦文があり、瓦当と丸瓦の接合部の痕跡

も南朝の特徴をとどめている。これらは、南京地区における南朝から隋唐時代の軒丸瓦

と丸瓦の製作技術的系譜を表わすものである。

4 南朝の丸•平瓦の製作技法は、上述の 2遺跡で出土した丸瓦とほぼ同じである。

5 隋唐の地層から出土した軒

平瓦は、端面下部に波状文を

指ひねりで作るなど、技術の

時代的特徴が明らかである。

軒平瓦は南朝台城宮殿区でも

出土している（図4)。 図4 波状文の軒平瓦

E 南京城区三山街「明堂」碍出土地点の資料

南京城区三山街「明堂」碍の出土地点は2006年 5月に発見された(17)。これらの標本は採集

品で、軒丸瓦や銘文のある碍などがある。一部の資料を紹介する。

(i)軒丸瓦・垂木先瓦

標本1 (NSSJ: 4) 灰色で外縁は高い。やや軟質で、胎土は比較的粗い。瓦当面には複弁

蓮華文をかざり、蓮弁は低く平らで、弁端のみ跳ね上がる。蓮弁中央には1条の凸線があり、

この線が弁を2分している。そのなかに小蓮弁（子葉）がある。間弁は、軸はないが、蓮弁の

頂部間に小さな三角形をつくり、その輪郭は直線的である。中房は欠けている。蓮華文と外縁

の間はかなり空いているが、圏線はない。瓦当裏面は凹凸があり、回転渦文がある。裏面と丸

瓦の接合部には接合粘土の痕跡があり、その両端には指頭圧痕が残る。時代は南朝前～中期。

瓦当径 13.0cm。外縁の断面は上部が狭く、下部は広い。外縁の上幅 1.0""'1.2cm (下幅1.3,...,_,l.5

cm)、高さ 0.8cm、厚さ 2.5cm (附図7-1)。

標本2 (NSSJ: 3) 灰黒色でやや硬質。胎土は比較的細かい。外縁は高く、幅広い。十弁

蓮華文で、うち八弁が残る。蓮弁の縁の線はやわらかく、短いが豊満である。蓮弁の中央には

稜線をもつ。間弁は明確で、頂部が三叉形をなし、その輪郭は弧線である。中房は若干突出し、

径が大きく、蓮子を7つ (1+ 6)かざる。蓮弁と外縁の間には圏線が一周する。瓦当裏面に

は凹凸があり、裏面と丸瓦の接合痕跡はナデつけられており、その両端には指頭圧痕が残る。

時代は南朝前期。瓦当径15.6cm、外縁幅2cm、外縁高 1.4cm、中房径2.5cm (附図7-2)。

標本3 (NSSJ: 採 15) 灰色で外縁が高い。やや軟質。胎土は比較的粗い。九弁蓮華文で
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ある。蓮弁の輪郭が不明確だが、弁形は豊満で、中央に稜線がある。間弁の線はかなり細く、

頂部は三つの尖った蓮菅形で、輪郭は弧線である。中房はやや突出し、中心がくぼむ。中房に

は8個の蓮子がまわり、中央の蓮子部分は欠けて、 1つの円形の孔があけられている。中房の

周囲には細く短い放射状文がある。蓮弁と外縁の間に圏線はない。瓦当裏面は光沢があり、滑

らかである。時代は南朝前期。瓦当径14.7cm、外縁幅 1.2cm、外縁高0.9cm、中房径3.4cm (附

図7-3)。

標本4 (NSSJ: 5) 灰色で外縁が高く、やや軟質。胎士は比較的粗い。八弁蓮華文で、蓮

弁の輪郭は直線的。弁形は扁平で細身である。蓮弁中央には稜線があり、間弁の線は細く、頂

部は細長いT字形で、縁は直線的である。中房はやや突出し、蓮子は不明確だが、 7つ (1+ 

6)をかざる。蓮弁と外縁の間の圏線の有無はよくわからない。瓦当裏面には凹凸があり、回

転渦文がある。裏面と丸瓦の接合部はナデつけられており、その両端の指頭圧痕は不明瞭であ

る。時代は南朝前期。瓦当径13.2cm、外縁幅1.0,.....,1.2cm、外縁高0.8CID、中房径3.0CID (附圏

7-4)。

標本5 (NSSJ: 2) 灰色で外縁は高い。やや軟質で、胎土は比較的粗い。八弁蓮華文。弁

形は豊満で、蓮弁中央に稜線がある。間弁の線は明確で、頂部は三つの尖った蓮蕃形をなし、

輪郭は弧線である。中房はやや突出して中くぼみとなり、蓮子8つ (1+ 7)をかざる。蓮弁

と外縁の間には圏線がめぐる。瓦当裏面は滑らかで、丸瓦接合痕跡が明瞭に残る。時代は南朝

前期。瓦当径14.2cm、外縁幅 1.3CID、外縁高 1.0cm、中房径3.6CID (附図8-1)。

標本6 (NSSJ: 6) 灰色で外縁が高い。やや硬質で、胎土は比較的細かい。八弁蓮華文。

蓮弁の輪郭線は直線的であり、弁形は尖り気味で豊満である。間弁の線は明確で、その頂部は

太く大きな弧線の三角形をなす。蓮弁頂部と間弁頂部は外縁に近接している。中房はやや突出

して中くぼみとなり、蓮子 7つ (1+ 6)をかざる。蓮弁と外縁の間には圏線がない。瓦当裏

面は平滑である。丸瓦の接合痕跡はナデつけられており、両端の指頭圧痕は不明瞭である。時

代は南朝前期。瓦当径 13.4cm、外縁幅 1.0,.....,1.3cm、外縁高0.9cm、中房径2.5cm、厚さ 3cm(附

図8-2)。

標本7 (NSSJ: 採 13) 灰色で外縁が高い。やや硬質で、胎土は比較的細かい。八弁蓮華

文。弁形は豊満で、蓮弁の頂部は鏃状の小さな三角形をなす。間弁は明確で、頂部はやはり鏃

状の小さな三角形をなし、輪郭は弧線である。中房はやや突出して中くぼみとなり、蓮子は不

明確だが7つ (1+ 6)をかざる。蓮弁と外縁の間には圏線がない。瓦当裏面は平らで、浅い

ケズリ痕跡がある。丸瓦の接合痕跡は明瞭で、両端の指頭圧痕は比較的浅い。時代は南朝前期。

瓦当径 11.4cm、外縁幅1cm、外縁高0.9cm、中房径2.1cm (附図8-3)。

標本8 (NSSJ: 採 16) 灰色で外縁が高い。やや硬質で、胎土は比較的細かい。八弁蓮華

文。蓮弁は短く扁平で、中央に稜線がとおる。間弁の線は不明確で、頂部は三つの尖った蓮蕃

形をなし、その輪郭は弧線である。中房はやや突出して中くぼみとなり、蓮子は不明確だが7
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つ (1+ 6)をかざる。蓮弁と外縁の間の圏線ははっきりしない。瓦当裏面は凹凸があり、 回

転渦文がある。丸瓦の接合痕跡は明瞭で、その両端の指頭圧痕は比較的浅い。時代は南朝前期。

瓦当径9.2cm、外縁幅0.8cm、外縁高0.7cm、中房径2.0cm (附図8-4)。

標本9 (南京城区採集 ：2) 灰色で外縁が高い。やや軟質で胎土は比較的粗い。八弁蓮華

文で、うち五弁が残存する。蓮弁は豊満で、中央に稜線がとおる。間弁の軸線はなく、頂部は

三つの尖った蓮菅形をなし、その輪郭は直線的である。中房はやや突出して中くぼみとなり、

蓮子は不明確だが7つ (1+ 6)をかざる。蓮弁と外縁の間の圏線は明確でない。 瓦当裏面は

滑らかで、丸瓦の接合部分は接合粘土の痕跡が明確で、その両端の指頭圧痕が残る。瓦当径 13.2

cm、外縁幅 1.3cm、外縁高さ 1.1cm、中房径 2.6cm。丸瓦部が完全に残り、凸面は無文で玉縁

は短く、端部を丸くおさめる。玉縁と筒部の接合部のなす角度は直角に近い。凸面は光沢があ

り、滑らかである。筒部中央には円形の釘孔が 1つあり （直径1.1cm)。筒部凸面と瓦当の接合

部分は下にくぼむ。玉縁と筒部の接合痕跡は明瞭である。凹面は細かい布目で、凹凸がある。

時代は南朝時期。長さ 20.5cm、幅 12.3cm、高さ 4.8cm、玉縁長 2.5cm、簡部の厚さ 1.0---....,1.8

CIIL (附図6-6)。

(ii)南京城区三山街「明堂」碍出土地点の瓦の特徴

1 この地点から出土した縄叩きをもつ碍の小口面には 「大明三年明常壁」の6字が押印

されている（附図8-5・6)。このことは、この一帯が 『宋書』や 『南史』等の史書に

あらわれる南朝宋の孝武帝、大明三年 (459)創建の 「明堂」であることを示している。

2 複弁蓮華文軒丸瓦が、少数ではあるが出現している。この種の複弁蓮華文による瓦当

装飾は、おもに北魏の平城や洛陽で流行したと見られていた。ただ、南朝の複弁蓮華文

瓦当は、北朝の蓮華文瓦当とは一定の違いがある。たとえば外縁が高く狭く、瓦当面が

外縁より低いが、北朝のものは低い外縁で幅が広く、瓦当面は外縁より高い。北朝の複

弁蓮華文は彫刻的要素が比較的つよい。

3 多くの瓦当裏面には回転渦文があり、鐘山2号寺廟遺址出土の一部の南朝瓦当の製作

技術と類似している。

4 丸瓦の技術的特徴および丸瓦と瓦当の接合技術は、鐘山南朝祭壇遺跡などから出土し

た同類の瓦の特徴と類似している。

F 南京付近の安徽省某窯址出土の資料

六朝瓦当の研究の過程で、我々はつねにこれらの瓦当の焼成場所を探し出したいと考えてい

たが、 1997年に、南京南郊の某建築現場で、六朝の窯跡と一部の瓦を発見した。惜しむらくは、

我々が現場に到着する前に窯跡はすでにほとんど破壊されていたが、残存していた床面から、

平面がほぼ楕円形を呈する鰻頭型窯であることが知られ、 現場で少量の瓦当標本を採集した。

2001年に広域の踏査をへて、 南京からあまり遠くない安徽省内で、ついに比較的大きい古代の
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窯跡群を発見した。多くは南朝時代の窯跡遺跡で、一部の窯内にはいまだ灰や瓦当の破片、平

瓦や丸瓦などが遺存していた。以下に紹介するのは、調査中に発見した窯跡の前後関係を決め

る4号窯と 6号窯から出土した2点の瓦当である。

標本1 (ADY: Wl) 灰色でやや軟質。胎土は比較的粗い。外縁は半分残存している。八弁

蓮華文。蓮弁は細く小さく、かつ豊満である。間弁は太く明確で、その頂部はT字形をなし、

輪郭は直線的である。 T字形の間にある蓮弁の頂部には珠文をかざる。中房は突出せず、周囲

には圏線が一周する。蓮子は7個 (1+ 6)をかざる。蓮弁と外縁の間には圏線がない。瓦当

裏面は平滑で、つくりもよい。丸瓦接合部分には接合粘上の痕跡があり、その両端には指頭圧

痕が残る。時代は南朝中～後期。瓦当径 14.6CIIL、外縁幅 1.2,.._.,l.7CIIL、外縁高 0.4CIIL、中房径

3.6 CIIL、厚さ約 1.6CIIL (附図3-4)。

標本2 (ADY: W2) 灰黒色でやや軟質。胎土は比較的粗い。蓮華文だが、瓦当面には二

弁の蓮弁しか残存していない。蓮弁は細長い。間弁は太く明確で、その頂部はT字形である。

中房は残存せず、蓮弁と外縁の間には圏線がない。瓦当裏面は凹凸があり、つくりも悪い。時

代は南朝後期。外縁幅 1.0,.._.,l.6CIIL、外縁高0.4CIIL (附図3-5)。

以上、 2点の瓦当の文様や製作技術などは南京市出士の南朝の瓦当と基本的に一致する。こ

の窯跡は、南朝の都であった建康に隷属する瓦碍焼成工場である可能性が高い。

G おわりに

現在入手できる南朝瓦の資料からみて、南朝の都城の瓦の技術的特徴は、以下のように理解

することができる。

1 南朝の瓦当はいずれも外縁が高く、瓦当面は外縁よ り低い。瓦当面は単独の箔型で成

形され、つぎに外縁を付加する。瓦当裏面と丸瓦の接合部分の内側には接合粘土を附加

し、ナデつけている。接合粘土の両端には、つねに深い指頭圧痕が残る。一部の瓦当の

裏面には回転渦文があり、この技術的特徴は、呉および西晋時代から受け継がれ、隋唐

時代にもみられる。

2 南朝の丸瓦の凸面は無文で、つねにエ具による縦方向のナデ調整の痕跡がある。これ

は呉の時代の、凸面に縄叩きをする丸瓦とは明らかに異なる。 丸瓦の凹面には一般に布

目があり、これは丸瓦の成形時に、布で包んだ模骨を使用していたことを示している。

丸瓦側面の分割痕跡から判断すると、一般に内側から切り込みを入れており、切り込み

の深さはだいたい瓦の厚みの2分の 1ほどである。一部の瓦にみられる製作痕跡から、

粘士板による成形法が存在していたと推測される。

3 南朝の平瓦における凸面と凹面の特徴および側面の分割痕跡などは、丸瓦と類似して

おり、製作技術もほぼ一致している。

4 南朝時代の瓦当と隋唐時代の瓦当には、製作技術上、明らかな継承関係がある。ただ
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し、瓦当の文様には大きな違いがある。

5 南朝の時期には、異なる用途の建物に用いる瓦には、一定の差をつける制度があった。

すなわち、宮殿、儀礼的建物、陵寝、寺廟などに瓦を用いる際には、一定程度の違いが

あり、この種の差異は、細部にわたる技術的特徴をも内包しているはずであり、さらな

る研究を期したい。

6 南朝の単弁蓮華文を特徴とする「モデル」は、北朝や百済、さらに百済をとおして古

代日本などに一定程度の影響を与えていたことを指摘したことがある(20)。しかし、これ

は瓦当面の造形的特徴から提出した観点にすぎない。事実はどうなのか、 さらに細かな

技術の研究により、説得力のある結論を得ることができるはずである。

4世紀から6世紀の約 300年間に、中国においては秦漢式瓦当（雲文）から隋唐式瓦当 （蓮

華文）へ変化した。つづいて、東アジア諸国は蓮華文瓦当の図案とその他の瓦類の技法につい

て学ぶとともに、独自の特徴を創作することとなった。これによって、東アジア地域の伝統的

な建築文化体系の形成が促進された。この時期、瓦当の使用は宮殿や礼制建築、陵墓、官街な

どに限られていたが、しだいに宗教建築にもひろがり、瓦当の使用範囲は大幅に拡大した。こ

の時期の東アジアの瓦の類型、造形、技法などの全面的な研究は、異なる地域や民族の間の文

化交流や人の移動などについての理解を深め、さらに多くの歴史の謎を提示するであろう。

本稿は、限られた資料から基礎的な検討をおこなったにすぎない。この場を借りて、多くの

方々との交流の機会が得られることを希望するものである。異なる国家や地域の研究者が協力

してはじめて、東アジア地域の広汎な意義を有する学術的課題を解決することができるものと

信じる。我々が目下関心を抱いている「古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と伝播の考古学

的研究」という課題は、まさにその一つにほかならない。

註

(1) 村上和夫著、叢蒼•暁陸訳『中国古代瓦当紋様研究』三秦出版社、 1996 年、第4章 「魏晋南北朝から唐
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-54-



3 南朝瓦総論
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賀雲闘・邪森「南京毘慮寺東出土的六朝時代姿器与瓦当」『東南文化』 2004年第6期。賀雲翻「南京鐘山

二号寺遺址出土瓦当初探」韓国忠清文化財研究院『東亜考古論壇』創刊号、 2005年。賀雲靭・路侃「南京

発現南朝明堂碍及其学術意義初探」『東南文化』2006年第4期など。 このほか、 賀雲闘 『六朝瓦当与六朝

都城』文物出版社、 2005年を参照。

(11)王志高・買維勇「六朝瓦当的発現与初歩研究」『東南文化』 2004年第4期。

(12)本文で使用した拓本はすべて、日中の研究者からなる共同研究 「古代東アジアにおける造瓦技術の変遷

と伝播に関する研究」のメンバーが南京において調査した際に採拓したもので、拓本作成は日本人研究者

が実施した。ここに感謝の意を表したい。

(13)南京文物研究所、中山陵園管理局文物処、南京大学歴史系（賀雲闘執筆）「南京鐘山南朝壇類建築遺存一

号壇発掘簡報」『文物』 2003年第7期。賀雲靴「発現最早的地壇遺存―南京鐘山南朝壇類建築遺存」『中国

年度十大考古新発現 (2000年巻）』 三聯書店、 2005年12月。

(14) 2008年3月26日と 27日に北京で開催された「古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と伝播に関する

国際シンポジウム」において、佐川正敏先生、山崎信二先生は、粘土板成形による製作技法について研究

報告をおこなった。筆者も益するところが多く、ここに感謝の意を表したい。

(15)南京市文物研究所・南京栖霞区文化局（賀雲靭・部稀執筆）「南京梁篇偉臨閲発掘簡報」『文物』 2002年

第 7期。朱光亜•賀雲闘・劉蝋「南京梁繭偉墓闊原状研究」『文物』 2003 年第 5期。

(16)賀雲翻「南京鐘山2号寺遺址出土瓦当初探」韓国忠清文化財研究院『東亜考古論壇』創刊号、 2005年。

賀雲闘「南京鐘山2号寺遺址出土南朝瓦当与南朝上定林関係研究」『考古与文物』 2007年第1期。

(17) 賀雲闘•路侃「南京発現南朝明堂碍及其学術意義初探J 『東南文化』 2006 年第4期。

(18)賀雲闘・郁森「南京出土南朝橡頭装飾瓦件」 『文物』 2001年第8期。

(19)賀雲闘「六朝橡当的初歩研究」『文物』 2009年発表予定。

(20)賀雲靱「南朝都城建康蓮華紋瓦当的変遷及相関問題研究」韓国韓神大学主編『百済漢城期物流系統和対

外交流』 2004年7月。このほか、賀雲開『六朝瓦当与六朝都城』の関連の章を参照。
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附図 1南京鐘山南朝祭壇遺跡出土瓦(1/4)
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ミニニニ;S/
3
 

1. T2701③: 1 2. Tl206:30 3. T2904③:8 

附図 2南京鐘山祭壇遺跡出土瓦(1/4)
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5
 

1. XQ:8 2. XQ:7 3. XQ:9 4. ADY:Wl 5. ADY:W2 

附図 3南京梁南平王葡偉墓門開遺跡と南京附近安徽省窯址出土瓦(1/4)
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1. 1号平台TGll:132. I区TlOl③:90 3. I区T304③:7

4. I区T305③:15 5. I区T405②:29 6. II区ATGl:6

附図 4南京鐘山2号寺廟遺跡出土瓦(1/4)
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1. II区ATG2:82. I区T303②:15 3.1号平台TG9:8

4.1号平台TG5:145. I区T405③:64 6. I区T405③:47 

附図 5南京鐘山2号寺廟遺跡出土瓦(1/4)
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1.1号平台TGll:102. I区T203②:5 3. I区T405②:2

4. I区T505②:4 5. I区T302③:4 6. 南京城区採集：2

附図 6南京鐘山2号寺廟遺跡出土瓦および南京市区採集瓦(1/4)
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1. NNSJ:4 2. NNSJ:3 3. NNSJ: 採 154. NNSJ:5 

附図 7 南京三山街「明堂」碍地点出土瓦(1/4)
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1. NSSJ:2 2. NSSJ:6 3. NSSJ: 採 134. NSSJ: 採 165. NSSJ:1-2 6. NSSJ:1-1 

附図 8南京三山街「明堂」碍地点出土瓦と銘文碍(1/4)
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南朝瓦的研究綜述
賀雲翻

（南京大学）

南朝吋期的瓦早在 1949年之前已子南京有所笈現 (l);20世紀70年代子南京市内清涼山附近

即六朝肘期的石決城区也有出土 (Z);20世紀80年代以后，南朝瓦子江西九汀 (3)、成都 (4)、領江 (5)、

南京 (6)、「州 (7)、徐州 (8)等地皆有出土，但均未引起人{I']普遍的美注。第者子20世紀90年代初

有意干送一渫題， 1998年在南京召升的“六朝文化国防学木研吋会”上提交了《六朝瓦当初探》

的文章叫此后陣綾笈表了ー系列主持友掘的考古洗料和研究文章 00)。与此同吋，王志高等先生

也友表了他{i'J的重要成果 (l!)。

当然，南朝瓦的研究目前呈然得到了炊多学者的失心，可是，包括俺者在内，俯未能対亡的

“技木”何題有深入的分析。

2006年3月，俺者在南京有幸接待了以朱岩石先生力首的由中日学者共同組成的“古代糸亜

地区造瓦技木変迂与佑播”課題組成災，我伯共同刈摩了南京梁巖伸墓捌逮址、南京紳山南朝伝

癸建筑遠存、南京紳山二号寺（南朝至唐代）選址、南京三山街南朝刈宋年伺‘‘明堂"時出土地

点、南京附近六朝宮址等出土的一批瓦、石与栃本，咳渫題組述力送批祥本倣了拓片 (12)。迭批杯本

中的大多数述去未曾公升友表近，力了使国内外同道能移方便利用送批材料，本文特予介紺井対

其中渉及的一些制作工乞何題略作分析。

ー、神山南朝伝癸建筑還存出土瓦

紳山南朝伝癸建筑選存由竜者子1999年4月凋査友現，此后宜到2001年3月，我イfJ対も倣

了接近二年的考古友掘，先后笈現一号伝、二号伝和三号建筑区，其中一号伝的炭料已有筒振友

表 (13)' 二号士云、三号建筑区的盗料正在整理中。本次公布的密料包括了一号士云、 二号伝、三号建

筑区的部分材料。

（一）瓦当

1、栃本一 (T901③:29) 灰陶原。高辺純，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；辺柁残半，当

面怖 8競蓮花，蓮辮形体痩削，蓮艇中部有出筋現象；蓮糠之岡分隔銭頂端作三尖蓮薔形，其

三尖辺縁絞平直，蓮紺岡分隔銭絞清晰；中央逹蓬突起，埋蓬上怖9顆蓮子（中 l辺 8)。逹花

与辺柁之伺怖ー道凸弦紋。当背絞平整，当背与筒瓦逹接処痕迩明晟，且両端有手指的按痕。

当径14.4厘米，辺発寛 1.0、高0.8厘米， 当心径2.8厘米， 厚2.3厘米。（圏一，1)

2、栃本二 (T1206④:10) 青灰陶原。完好，原地絞疏松，内部顆粒絞細；当面怖8辮蓮

花，埋辮形体梢砲沸，蓮辮丙端中部有出筋現象；蓮辮之岡分隔銭珂端作粗大 "T"形，其辺禄乎

宜。 中央逹蓬微突起，逹蓬上逹子模糊不清。逹花与辺柁之岡凸弦紋若有若元。当背倣工絞好，
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当背与筒瓦造接処痕迩明並，且両端有手指的按痕。当径 13.8厘米，辺柁寛 1.1、高0.8厘米，

当心径2.9厘米，厚 1.9厘米。（圏ー，2)

3、杯本三 (T2702③:18) 灰陶原。完好，高辺柁，倣工粗糀；原地絞疏松，内部穎粒絞

粗；当面怖9辮薙花，姪辮形体痩削；姪辮之岡分隔銭原端作三尖薙菌形，其三尖辺縁絞徒直，

蓮競岡分隔銭若有若元；中央蓮蓬不凸起，蓮蓬周圃有一圏凸弦紋，蓮蓬上怖8顆蓮子（中 l辺

7), 但蓮子己被磨平。理花与辺柁之伺怖ー道凸弦紋。当背凹凸不乎，当背与筒瓦迩接処痕迩不

明晟。当径14.0厘米，辺乾窟 1.0、高 1.1厘米，当心径3.0厘米，厚2.3厘米。（圏ー， 3)

4、杯本四 (T2702③:31) 青灰陶原。高辺柁，完好，原地絞紫密，内部顆粒絞細；当面

怖8辮遮花，逹競形体砲浦，蓮辮両端中部有出筋現象；逹辮之f司分隔銭項端作粗大 "T"形，其

辺縁平宜。中央蓮蓬梢突起，蓮蓬中心内凹，蓮蓬上怖7顆蓮子（中 l辺6)。埋花与辺柁之伺有

一圏凸弦紋。当背倣エ一般，当背与筒瓦迩接処痕迩明晟，且内端有手指的按痕。当径13.5厘米，

辺柁窯 1.2、高0.8厘米，当心径2.7厘米，厚 1.9厘米。（圏ー， 4)

5、栃本五 (T1206④:21) 灰陶原。高辺乾，辺柁梢残，辺乾寛度不ー，原地絞疏松，内

部顆粒絞粗；倣工絞粗槌，当面怖9僻蓮花，蓮辮形体短小而痩削，蓮糠中部有出筋現象；蓮辮

岡分隔銭不明晟，仮在逹辮之岡原端作三尖姪情形，其三尖辺縁呈弧形；中央逹蓬不凸起，在逹

蓬周圃有一圏凸弦紋，逹蓬上怖7願薙子（中 1辺6)。逹花与辺乾之岡怖ー道凸弦紋。当背凹凸

不平，当背与筒瓦逹接処痕迩明晟，且困端有手指的按痕。当径13.0厘米，辺柁寛0.6-1. 0、高

0.6厘米，当心径2.8厘米，厚2.0厘米。（圏ー， 5)

6、栃本六 (T3102③:7) 灰陶原。辺柁残半，原地絞疏松，内部顆粒絞釧；当面怖9辮述

花，蓮罵形体痩削；薙艇之伺分隔銭頂端作粗大 "T"形，其辺縁平直。中央蓮蓬微突起，蓮蓬上

逹子模糊，上怖7顆蓮子（中 l辺6)。蓮花与辺柁之岡怖一圏凸弦紋。当背倣エ一般，当背与筒

瓦逹接処痕迩明晟，且両端有手指的按痕。当径13.6厘米，辺乾寛 1.1、高0.6厘米，当心径3.2

厘米，厚2.1厘米。（圏ー， 6)

7、栃本七 (T309③:1) 灰陶原。高辺粕，辺柁梢残，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；当面

怖 12辮蓮花，蓮辮排列絞緊密，蓮競形体扁乎而短小，蓮辮中部有出筋現象，蓮辮周辺有一道凸

起的細乾廓銭；蓮辮之岡分隔銭原端作三尖蓮蟹形，其三尖辺縁呈弧形；中央蓮蓬梢突起，蓮子

周圃有二圏凸弦紋，逹蓬上怖8顆逹子（中 l辺7)。逹花与辺乾之伺怖一圏凸弦紋。当背凹凸不

平，当背与筒瓦造接処痕迩明晟，且柄端有手指的按痕。当径14.4厘米，辺乾寛 1.3、高 1.0厘

米，当心径3.0厘米，厚約2.8厘米。（圏―,7) 

8、栃本八 (T309③:5) 灰陶原。寛辺発，辺柁梢残，倣工一般；原地絞疏松，内部顆粒

絞粗；当面怖9辮蓮花，理籐形体短小砲浦；蓮辮之岡分隔銭頂端作三尖薙瞥形，其三尖辺縁絞

徒直，蓮孵伺分隔銭絞清晰；中央蓮蓬凸起，蓮蓬上怖8顆蓮子（中 l辺7)。蓮花与辺柁之伺元

凸弦紋。当背絞乎整，当背与筒瓦逹接処痕迩明晟，有手指的按痕。当径13.6厘米，辺乾寛 1.5、

高0.5厘米，当心径3.5厘米。（圏ー， 8)
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（二）筒瓦

l、栃本一 (T2701③:1) 完好。灰陶原，原地緊密，内部顆粒畑小。素面，短唇，前端圏

洞星半闘形，筒身棋度絞大，唇部与筒身迩接処（内）附加泥片及粘接痕明晟。長27.6、斑 15.0、

高5.8厘米，唇長3、厚0.8-1. 2 (罪瓦唇姓）厘米。（圏二， 1)

2、栃本二 (T1206④:30) 灰陶原。残，表面素面，筒体特征基本同上。瓦身内面印麻布

紋，瓦唇与筒身絣接井有附加泥片的痕迩絞力明晟。残長 15.4、寛 12.4厘米， 唇長 3.4、厚 l

厘米。（圏二， 2)

（三）板瓦

l、栃本一 (T2904③:8) 残。灰黄陶原，原地絞緊密，内部顆粒細小；表面素面，表面前

（寛）端部有二道横向浅凹槽，凹槽下端有級向刹圧痕；瓦身内面通体印有細麻布紋。西側面有

切割痕。通体残長 13.9、残寛 13、厚 （瓦身中段） 1. 2厘米。（附二， 3)

（四）本逮址出土瓦件的特点リヨ納如下：

1、原地普遍絞疏松，顔色偏黄，送是本地点出土瓦当的並著特征，我イn汰力送与建筑本身是
カ“郊伝’’的性原有芙。

2、均力高辺給，即辺乾都高『当面，送是南朝瓦当的普遍特点。当面多怖8紺或9辮逹花紋，

也有少数力 12輯遮花紋。辮形多絞痩削，遮花与辺乾之岡有一道凸弦紋。

3、其瓦当制作特点是：皆力先模制成当面，再附加高辺柁；同吋又先倣成筒瓦瓦身，然后将

瓦当与筒瓦端部相粘接，在筒瓦端部与辺乾粘接姓的内面附以泥片，泥片表面被抹乎，在泥片左

右対端述用手指按圧，以逍一歩加強筒瓦端部与瓦当辺粕岡的粘接程度，子是在当背附側形成絞

深的指圧痕。

4、其筒瓦制作特点是：表面（凸面）力素面，送与南京出土朱戻、西晋吋期筒瓦表面存在拍

打縄紋或拍印其右紋怖的凩格有絞大差昇；内面（凹面）一般有麻布紋，悦明其有内模，制作吋

在内模表面包有麻布，倣成以后以利瓦身脱模； 丙側近内面処有切痕，悦明其先倣成筒身，再取

出内模， 井用刀具炊筒身内部刻切，最后一分力二，成力附片筒瓦；瓦唇与筒身先分升制作，然

后再粘接到一起，両者結合部的内面附加有泥片，泥片被磨乎，但留有明晟的粘逹痕。

5、其板瓦制作特点是：表面（凸面） 力素面，局部留有甜圧痕，悦明在制作逍程中有在表面

用工具加以舌l圧的工序，送是一神有別子‘‘拍圧”工序的工乞；内面（凹面）有麻布紋，函側面

有切割痕，其原因与筒瓦癸似現象当力相同。不近，‘‘古代糸亜地区造瓦技木変迂与佳播’’渫題組

日方寺家在南京考察吋，友現介別板瓦内面有銭切割痕迩。最近， 我伯在南京大光路一建筑工地

南朝地戻中荻得一批南朝筒瓦，其中有3件筒瓦内面局部也有絞明晟的銭切割痕迩（圏二，4)。

も可能証明在南朝吋期，存在“泥板成型”的筒瓦和板瓦 (14)0 

根据咳遺址出土的時、瓦、究片等文物特点，井結合相美文献，我{i'J汰力送処伝癸建筑逮存

是南朝宋孝武帝大明三年 （公元459年）所建的建康都城“北郊伝”逮存，其延用年代不会超近

刻宋年岡，因此， 咳遺址出士的瓦件制作工芝皮具各南朝偏早期的吋代エ芭特点。
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二、南朝梁蕉佳墓巌遠址出土瓦

梁南平王巖伸墓朗逮存是俺者-y2000年 10月在主持‘‘六朝帝王陵考古澗査”渫題肘友現，

井f当年 12月笈掘完半，相芙盗料和研究成果均已友表 05)。后文物保炉部［］子2003年将出土逮

迩填埋，井子其地表建逮址保炉公囮，本文所述栃本盗料即是在2003年填埋之前再次子咳地点現

栃釆集所得，且述未公汗友表。

(-)瓦当

1、杯本一 (XQ:7) 灰陶原。原地絞緊密，頼粒絞細；高辺柁，当面怖8辮埋花，蓮辮辺

縁銭条別直，蓮僻形体砲浦；蓮辮之岡分隔銭絞清晰，其原端作 "Y"形，其辺縁乎直，在Y形内

填ー横銭，横銭上出三尖。中央蓮蓬体形絞小，梢凸起，蓮蓬辺縁カ一圏凸弦紋，蓮蓬上怖6顆

蓮子（中 1辺5)。逹花与辺柁之伺怖ー道凸弦紋。当背平滑，倣エ絞好，当背与筒瓦迩接処有附

加泥片痕迩，且丙端有手指的按痕。当径 13.5厘米，辺給寃 1.2、高1.0厘米，当心径1.9厘米。

（圏三， 2)

2、栃本二 (XQ:8) 灰陶原。原地絞紫密，顆粒絞珊；高辺柁，当面怖 10辮蓮花，蓮籐辺

縁銭条柔和，逹辮形体絞痩且砲洞；遮辮之岡分隔銭校力消晰，其賊端作三叉形，其辺縁梢呈弧

形。中央蓮蓬略凸起，蓮蓬上怖9顆埋子（中 1辺8)。蓮花与辺柁之岡怖ー道凸弦紋。辺柁上怖

有忍冬紋，但忍冬紋局部絞力模糊。当背乎滑，倣エ絞好，当背与筒瓦追接処痕迩被抹乎，且西

端有手指的按痕。当径 12.0厘米，辺柁寛0.8-1、高0.7厘米，当心径2.4厘米。（圏三， 1)

3、栃本三 (XQ:9) 灰陶版。原地絞緊密，頼粒絞鋪；高辺柁，当面怖8辮埋花，蓮辮辺

緑銭条柔和，逹辮形体絞力肥大砲浦；姪淵之岡分陽銭不明晟，其原端作倒弧辺三角形。中央逹

蓬梢凸起，逹蓬上怖7顆遮子（中 l辺6)。蓮花与辺柁之同元弦紋。当背平滑，倣工絞好，当背

与筒瓦逹接処有泥片附加痕迩，且両端有手指的按痕。 B寸代力南朝中期。当径 12.3厘米，辺柁寛

0. 8-1. 2、高0.8厘米，当心径2.4厘米。（圏三， 3)

（二）筒瓦

l、栃本一 (XQ:采2) 下部残。青灰陶原，原地絞紫密，内部顆粒細小。 表面素面，短唇，

唇部園洞， 唇部与筒瓦逹接処（表面）絞徒直，表面圏洞光滑。唇部与筒身逹接処（内）粘接痕述

明屈。内面凹凸不平且有細小的麻布紋。 *20.5、寛14.1、高5.6厘米，届長3,筒瓦厚1.2厘米。

（三）板瓦

l、栃本一 (XQ:采 1) 残半。青灰陶原，原地絞紫密，内部顆粒細小；素面，表面下（寛）

端部有二道横向浅凹槽，板瓦表面中部有級向制圧痕；瓦体下端面口沿梢園洞，両側面有超近瓦

体肛度一半的切割痕。通体長34.、残究約 15、原1.1-1.2厘米。

（四）本還址出土瓦件的特点是：

l、瓦当原地絞好，明並仇子件山伝癸建筑遺存出土瓦件。当面怖8辮或 10辮蓮花；高辺乾，

有的辺乾表面怖有筒化的忍冬紋，送神在辺粕上装怖忍冬紋的瓦当在南朝台城宮殿区也有友現（圏
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三， 6)。其制作工乞力先模制当面，再附加辺柁，最后粘接筒瓦，瓦当与筒瓦端部粘接姓附加泥

片井抹平，在附加泥片的両端有手指按圧痕。

2、筒瓦及板瓦的制作工芝与帥山面朝伝癸建筑逮存的特点癸似，但板瓦表面有十分明晟的級

向甜圧痕拘成了も的特点。

梁南平王兼伴墓膀的墓主人有明碓的卒年，即咳墓腑及其瓦件的年代之上限不会早子梁中大

通四年（公元532年），下限也不会晩干梁朝天亡，因此送批瓦件庖代表了南朝中后期的制作工芝

特点。

三、神山二号寺廂逮址出土瓦

紳山二号寺底逮址由皓者子 1999年 11月田野凋査吋友槻，后対其倣了前后4次試掘，部分

党料和研究成果己経友表，竜者汰力，宅扱可能就是南朝吋期著名的紳山上定林寺選址 (16)。送

一逮址人人上到下有清代、隋唐、南朝三介吋代的堆釈。選址占地面釈絞大，出土瓦件材料十富，

特別是炊南朝至唐代的逮存序列，対仏沢南京地区公元5世紀至 10世紀的蓮花紋瓦当之演変有重

要意又，現挙例如下：

（一）瓦当

l、栃本一 (1号平台 TGll:13) 辿柁梢残。灰陶原。原地絞緊密，顆粒絞細；当面怖 8

競理花，蓮辮形体梢砲浦；蓮鵜之伺分隔銭原端作粗大 "T"形，其辺縁平直。中央逹蓬梢突起，

蓮蓬上怖7顆蓮子（中 1辺6)。蓮花与辺柁之岡怖ー道凸弦紋。当背凹凸不平，倣エ粗槌，有旋

胚紋，当背与筒瓦迩接処痕迩明屈，且附端有手指的按痕。吋代力南朝中期。当径13.0厘米，辺

給寛0.8-1.1、高0.8厘米，当心径2.7厘米，厚2.0厘米。（圏四， 1)

2、栃本二 CI区T304③:7) 灰陶原。高辺乾，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；辺柁残半，

当面怖9辮蓮花，倣工絞好，蓮辮形体痩削，介別埋痴中部有出筋現象；蓮紺之岡分隔錢原端作

三尖逹笞形，其三尖辺縁平直，逹辮伺分陥銭絞粗；中央逹蓬梢突起，蓮蓬上怖6顆遮子（中 l

辺 5)。蓮花与辺柁之岡怖ー道凸弦紋。当背凹凸不平，有一圏圏旋胚紋，当背与筒瓦迩接処痕迩

明晟，且両端有手指的按痕。吋代力南朝早期。当径13.8厘米，辺柁寛 1.2、高1.2厘米，当心

径2.8厘米，厚2.4厘米。（圏四， 3)

3、杯本三 CI区T305⑧:15) 青灰陶原。高辺柁，原地絞細密，内部顆粒絞細；当面怖8

辮蓮花，蓮辮形体痩削，罪辺範的一端似三角形；蓮腑之岡分隔銭原端作三尖蓮僻形，三尖辺縁

平直，其形体絞小；蓮辮岡分隔銭力双銭；中央蓮蓬梢突起，逹蓬上怖7顆遮子（中 l辺6)。逹

花与辺柁之岡怖二道凸弦紋。当背凹凸不平，倣工粗槌；当背与筒瓦逹接処痕迩明屈，且而端有

手指的按痕。吋代力南朝中、晩期。当径 12.5厘米，辺柁窟 1.2-1. 4、閥0.8厘米，当心径2.5

厘米，厚2.1厘米。（圏四， 4)

4、栃本四 (1号乎台TG9:8) 残。灰陶原。高辺粕，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；当面原

怖6僻蓮花，現剰3辮蓮花，蓮辮形体寛而肥大；蓮辮尖略向内牧縮作切入式，蓮辮岡分隔銭頂
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端作肥厚倒弧辺三角形，三角形底辺西角向左右延伸井互相造接；辺柁横載面上窄下寛。当背与

筒瓦逹接処痕迩不明晟。吋代力南朝晩期。辺柁上部寛 1.2厘米、下部寛 1.6, 高 1.2厘米。（圏

五， 3)

5、栃本五 CI区 T405③:64) 梢残。灰陶原。高辺範。当面用凸銭条表現曽面，水滴形

双目斜立井凸起，有楠園形眼眠。正三角形高鼻梁，上直込額部，鼻梁西辺怖斜銭如椅枝状，鼻

梁下有“山"字形鼻孔。口部造形奇特，左、右、下部以銭条作辺桓，上唇作圏弧形，張口露三

角形n歯和掠牙。口両側、下部有放射状須毛。当背凹凸不平，当背与筒瓦迩接姓痕迩明並。吋
代力南朝早期。当径11.8厘米，辺柁寃 1.0、高0.8厘米，厚2.2厘米。（圏五， 5)

6、栃本六 CI区 T405③:47) 梢残。 灰陶原。高辺乾，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；当

面怖 10籐理花，倣工絞好，理辮形体砲浦，介別蓮辮中部有出筋現象；逹拇之岡分隔銭硬端作三

尖痙菌形，其三尖辺縁平宜；中央埋蓬梢突起，理子周圃有一欄凸弦紋，弦紋外有一圏放射状的

短細銭；蓮蓬上怖9顆蓮子（中 1辺8)。蓮花与辺柁之岡尤凸弦紋。当背凹凸不平，当背与筒瓦

逹接処痕迩明最，且西端有手指的按痕。吋代力南朝早期。当径13.4厘米，辺柁寛 1.2、高0.9

厘米，当心径3.3厘米，厚約 1.6厘米。（圏五， 6)

7、栃本七 CI区TlOl③:90) 残。灰陶原。原地絞疏松，内部顆粒絞粗。当面怖 9癬逹

花，逹競形体痩削而扁平，介別蓮辮中部有出筋現象；逹辮之岡分隔銭原端作三尖蓮箭形，其三

尖辺縁呈弧形；中央蓮蓬租突起，理蓬上怖6顆蓮子（中 l辺 5)。蓮花与辺乾之岡怖ー道凸弦紋。

当背凹凸不平， 当背与筒瓦迩接処痕迩明晟，且両端有手指的按痕。吋代力南朝早期。辺柁寛 1.1、

高0.8厘米，当心径2.4厘米，肛2.4厘米。（圏四， 2)

8、栃本十七 CI区 T405②:29) 灰陶版。高辺柁，辺範多残；原地絞疏松，内部顆粒絞

粗；当面怖8辮蓮花，蓮辮形体痩削；蓮辮周辺有一道凸起的柁廓銭，逹辮之岡分隔銭若有若元，

源端作倒弧辺三角形圏案，其辺縁平直；中央蓮蓬不凸起，理蓬周園有一道凸弦紋，蓮蓬上怖 6

顆述子（中 l辺 5)。姪花与辺柁之岡怖二道凸弦紋，弦紋之岡有一圏朕珠紋，共29顆。当背凹

凸不平，中央部位凸起；有旋胚紋，当背与筒瓦迩接処痕迩明晟，且術端有手指的按痕。吋代カ

隋、唐吋期。当径15.8厘米，辺乾寛1.1、高1.1厘米，当心径3.5厘米，厚2.6厘米。（圏四， 5)

9、栃本十八 CII区ATGl:6) 青灰陶原。 高辺範，辺乾残大部分；原地絞疏松，内部顧粒

絞粗；当面怖9辮姪花， 排列絞緊密，薙辮形体短而抱浦；逹辮之岡分隔銭若有若尤，原端作倒

弧辺三角形圏案，其辺縁平直；中央蓮蓬不凸起，逹蓬周園有一道凸弦紋，逹蓬上怖5願述子（中

l辺4),中岡一顆絞大。逹花与辺乾之岡怖ー道凸弦紋，弦紋与辺柁之岡有一圏朕珠紋。当背凹

凸不平，有旋胚紋，当背与筒瓦逹接処痕迩明晟，且而端有手指的按痕。吋代力隋、唐吋期。当

径 14.8厘米，辺柁寛 1.3、高0.8厘米，当心径 1.9厘米， 厚約2.5厘米。（閤四， 6)

10、栃本十九 CII区ATG2:8) 灰陶原。倣工絞好， 高辺$e;原地校紫密，内部顆粒絞細；

当面怖 11辮蓮花，逹辮形体痩削；蓮辮頂端作倒弧辺三角形圏案， 其辺縁乎直；中央蓮蓬梢凸起，

蓮蓬周団有一道凸弦紋，蓮蓬上怖 16顆蓮子，分3圏布買（中 1辺 5、10)。蓮花与辺柁之伺元
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凸弦紋，蓮辮与辺柁之岡有一圏絞細小的朕珠紋。当背凹凸不乎，有旋胚紋，当背与筒瓦追接処

痕迩明晟，且丙端有手指的按痕。吋代力隋、唐吋期。当径 15.6厘米，辺乾寛 1.6-2. 0、高0.9

厘米，当心径4.0厘米，厚2.6厘米。（圏五， 1)

11、栃本二十 CI区T303②:15) 残大部分。灰黒陶原。高辺発。原地絞疏松，内部顆粒

絞粗；当面原怖8辮理花，現剰6辮蓮花，蓮辮形体砲浦；理辮周辺有一道凸起的柁廓銭，理辮

之岡分隔銭若有若元，頂端作倒弧辺三角形圏案，其辺縁平直；中央蓮蓬不凸起，蓮蓬周圃有一

道凹弦紋，埋蓬上怖7顆罪子（中 1辺6)。蓮花与辺給之岡怖ー道凸弦紋，弦紋之阿有一樹朕珠

紋。当背凹凸不乎，有旋胚紋，当背与筒瓦迩接処痕迩明晟，且附端有手指的按痕。吋代力隋、

唐吋期。辺乾寛 1.3、高0.8厘米，当心径3.8厘米。（圏五， 2)

12、栃本二十一 (1号平台TG5:14) 梢残。灰陶原。高辺柁；原地絞疏松，内部顆粒絞粗；

当面怖8辮理花，理癖形体痩削；埋辮周辺有一道凸起的鈴廓銭，理辮原端作倒弧辺三角形圏案，

其辺縁平直；中央蓮蓬凸起，蓮蓬上怖7穎痙子（中 l辺6)。蓮花与辺給之伺尤凸弦紋，蓮辮与

辺乾之f司有一圏朕珠紋。当背凹凸不平，中央凸起；当背与筒瓦逹接処痕迩明晟，且両端有手指

的按痕。吋代力隋、唐肘期。当径14.4厘米，辺柁寛 1.2、高 1.2厘米，当心径3.2厘米，厚2.6

厘米。（圏五， 4)

（二）筒瓦

l、栃本一 CI区 T304③:10) 残。灰黄陶原，原地絞紫密，内部顆粒鋪小。器形絞小。

短唇，前端園洞呈半園形，筒身棋度絞大，表面光滑；内有麻布紋，唇部与筒身迩接処（内）粘

迩痕迩明晶；吋代力附朝早、中期。長20.5、寛 11.8、高6.6、屑長2.5、財1.2厘米。

2、栃本四 CI区T405③:4) 唇部全残。灰陶原。筒体特征基本同上。吋代力南朝早、中

期。唯筒身中部有近似園形釘孔，孔直径約 l厘米。残長 14、残寛 12.5、厚 1.5厘米。

3、栃本五 CI区 T302③:17) 梢残。青灰陶原。器形絞厚重。大小失的長唇前端斉平，

筒身棋度絞小，表面有抹刹痕，内印麻布紋。唇部与筒身近接処（内）修抹光滑。吋代力南朝早、

中期。沿、長35.6、寛 16、高6.2厘米，唇長5.2、厚2.1厘米。

（三）板瓦

l、栃本二 CI区T302③:4) 残。青灰陶殷，原地絞細密，内部顆粒細小；表面素面，表

面下（寛）端部有一道横向浅凹槽，板瓦表面中部有級向舌肌玉痕；内面上（窄）部有一組二道横

向凹点 (10介），上部也残留几介凹点；通体有細麻布紋。西側面有超述瓦体厚度一半的切割痕。

吋代力南朝早、中期。残長30、残寛 15、厚 1.1-1.2厘米。（圏六， 5)

2、栃本四 CI区 T405③:10) 残。青灰陶原，原地絞細密；表面下端面有横向舌ll圧痕，

通体有麻布紋，内面下端部有一道窟辺銭，側面有切割痕。吋代力南朝早、中期。 -f:E:21、残窟 17、

厚 1.5-1. 7厘米。

（四）花失板瓦（滴水瓦）

1、栃本一 CI区T405②:2) 残。青灰陶原，原地疏松，内部顆粒絞粗。端面中部有一道

-70-



3 南朝瓦総論

粗凸弦紋，凸弦紋上部有粗短斜紋，其端面上部与板瓦表面芥乎；端面下部怖波浪紋，力手エ捏

制而成。板瓦与端面迩接処接痕明晟。吋代力隋、唐吋期。残寛19.4、高3.5厘米。（圏六， 3)

2、栃本二 CI区T203②:5) 残。青灰陶原，其韮本特征同子栃本一。吋代力隋、唐肘期。

残寛 13.6、高4.0厘米。（圏六， 2)

3、栃本三 (1号平台 TGll:10) 残。青灰陶原，倣工粗槌；端面中部有一道粗凸弦怖，

凸弦紋上部有粗短斜銭紋，其端面上部与板瓦表面芥平；端面下部怖波浪紋，力手エ捏制而成。

板瓦与端面造接処接痕明並。吋代力附、唐吋期。残寛 14.5、高3.5厘米。（圏六， 1)

4、栃本旧 CI区T505②:4) 残。灰陶原，原地疏松，内部顆粒絞粗；倣エ筒羊，端面中

部有一道粗凸弦紋，凸弦紋上部有粗短斜紋，端面下部怖粗短斜紋。其端面上部高子板瓦表面；

板瓦与端面造接赴接痕明晟。肘代力隋、唐吋期。残寛 19.4、高3.5厘米。（圏六， 4)

（五）神山二号寺底還址出土瓦件的特点リヨ納如下：

l、紳山二号寺廂逮址出土南朝瓦当分薙花紋和普面紋両癸，其中又以蓮花紋力主。唐朝地戻

中未出土普面紋瓦当。

2、南朝吋期蓮花紋瓦当原地普遍校好。高辺柁。当面埋花紋有6、8、9、10競之別。瓦当的

制作工乞及其与筒瓦的粘接方式与令中山南朝伝炎建筑逮存及第1市墓腑選址出土同癸瓦当相似。但

有部分瓦当的当背出塊一神旋胚紋，我ff]近去在朱呆吋期的人面紋瓦当上友現近送神旋胚紋，而

到南朝吋期，迭秤工芭特点即絞少出現，因此，迭批南朝逹花紋瓦当在制作工芭上有一定的自身

特点。

3、隋唐吋期的蓮紋瓦当在遮辮周辺多怖朕珠紋，送神帯咲珠紋装怖的遮花紋瓦当，在南朝中

后期己経出現（圏六， 7)。蓮辮中央的蓮蓬一般不再凸起；蓮辮岡的分隔銭吋陥肘現，甚至基本

不見，而仮留有辮尖之f司的倒三角形筒化逹薔紋。有的瓦当的当背与南朝瓦当一祥1乃有旋胚紋。

瓦当与筒瓦端部粘逹処的制作痕迩也保留了南朝的特点，送些都呈現出南京地区南朝至隋唐吋期

瓦当及筒瓦制作工乞的防史佑承性。

4、本遺址南朝吋期筒瓦、板瓦的制作工乞与上述術赴遺址出土筒瓦制作工乞大体相同。

5、隋唐地屡出現花失板瓦，即用子槍口部位的滴水瓦，花決下部作波浪紋式，力手エ捏制而

成，工芝的吋代特征明晟。送癸花失板瓦在南朝台城宮殿区也有笈現（圏六， 8)。

四、南京城区三山街南朝“明堂”石寺友瑚地出土瓦

南京城区三山街南朝“明堂"石寺出土地友現子2006年 5月(17), 送批栃本系釆集所得，包括

瓦当和銘紋時等，現将其中部分斑料介紹如下：

（一）瓦当

1、杯本一 (NSSJ:4) 梢残。灰陶原。高辺範，版地絞疏松，内部顆粒絞粗；当面怖夏辮

蓮花，縮体低平，辮尖翅起；蓮花中央有一道凸起銭条，咳銭条把蓮辮分成西伶，其中各有ー小

蓮辮；蓮膊之岡元分隔銭，頂端作ー小三角形，辺縁絞平直；中央蓮蓬已甜l蝕，蓮花与辺柁之岡
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元弦紋，且蓮花和辺粕之伺留空絞大。当背凹凸不乎，有旋胚紋，当背与筒瓦造接姓有泥片附加

痕迩，且而端有手指的按痕。吋代力南朝早中期。当径13.0厘米，辺柁上窄下寛，呈梯形，上寛

1.0-1.2 C下寛 1.3-1. 5)、高0.8厘米，厚2.5厘米。（附七， 1)

2、栃本二 (NSSJ:3) 残。灰黒陶原。原地絞紫密，顆粒絞細；高辺乾且窟大，当面原怖

10揺理花，現剰8辮，理辮辺縁銭条柔和，蓮辮形体短小且砲浦；蓮辮中部有出筋現象，蓮辮之

伺分隔銭絞力清晰，其頂端作三叉形，其辺縁梢呈弧形。中央理蓬梢凸起， 当心径大，蓮蓬上怖

7顆埋子（中 l辺6)。理花与辺柁之何怖ー道凸弦紋。当背凹凸不平，倣工一般，当背与筒瓦近

接処痕迩被抹平，但附端有手指的按痕。吋代力南朝早期。当径15.6厘米，辺粕寛2、高 1.4厘

米，当心径2.5厘米。（圏七， 2)

3、栃本三 (NSSJ:采 15) 残。灰陶原。高辺柁，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；当面怖 9

辮理花，理辮模糊，理瞬形体抱洞，埋辮中部有出筋現象；理辮之岡分隔銭絞細，肌端作三尖理

督形，其三尖辺縁呈弧形；中央蓮蓬梢凸起，中心内凹，蓮蓬周圃怖8顆蓮子，中伺蓮子己残，

有一園形的洞；逹蓬周団有細而短放射紋。遮花与辺柁之l司元弦紋。当背絞光滑。吋代力南朝早

期。当径14.7厘米，辺乾寛1.2、高0.9厘米，当心径3.4厘米（圏七， 3)。

4、栃本附 (NSSJ:5) 梢残。灰陶原。高辺柁，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；当面怖8辮

逹花，述辮銭条削直，蓮辮形体扁平痩削，薙辮中部有出筋現象；逹辮之岡分隔銭絞細，源端作

細長 "T"形，其辺縁平直；中央逹蓬梢凸起，逹子模糊，蓮蓬上怖7顆蓮子（中 l辺6);蓮花

与辺柁之岡凸弦紋若有若元。 当背凹凸不乎，有旋胚紋， 当背与筒瓦迩接処的痕迩已被抹平，両

端手指按痕也不明最。吋代力南朝早期。当径13.2厘米，辺粕寃 1-1.2、高0.8厘米，当心径3.0

厘米。（圏七， 4)

5、栃本五 (NSSJ:2) 灰陶原。高辺柁，辺乾残大半，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；当面

怖8辮蓮花，逹辮形体砲洞，蓮辮中部有出筋現象；蓮辮之伺分隔銭絞清晰，硬端作三尖蓮奮形，

其三尖辺縁呈弧形；中央逹蓬梢凸起，中心内凹，逹蓬上怖8顆姪子（中 1辺 7)。薙花与辺柁之

岡怖ー道凸弦紋。当背絞光滑，当背与筒瓦逹接処痕迩明晶。吋代力南朝早期。当径14.2厘米，

辺乾寛 1.3、高1.0厘米，当心径3.6厘米。（圏八， 1)

6、栃本六 (NSSJ:6) 灰陶原。高辺柁，原地絞紫密，内部顆粒絞細；当面怖8糠蓮花，

姪辮銭条別直，逹辮形体中部絞尖且砲浦；薙孵之岡分隔銭絞清晰，原端作肥大的倒弧辺三角形，

其辺縁呈弧形，逹辮原部与分隔銭峨端紫罪辺柁；中央逹蓬梢凸起，中心内凹，逹蓬上怖7顆逹

子（中 l辺6);蓮花与辺乾之「司元弦紋。当背校平整、光滑，当背与筒瓦迎接赴的痕迩已被抹平，

丙端手指按痕也不明晟。吋代力南朝早期。当径13.4厘米，辺範寛1-1.3、高0.9厘米，当心径

2.5厘米，厚3厘米。（圏八， 2)

7、栃本七 (NSSJ:采 13) 灰陶原。高辺粕，原地絞紫密，内部顆粒絞細；当面怖8辮遮花，

遮辮形体砲浦；逹辮的頂部都怖一箭失状小三角形紋；逹辮之f司分隔銭絞清晰，限端也作箭決状

小三角形， 其辺縁呈弧形；中央蓮蓬梢凸起，中心内凹，蓮蓬上怖7顆蓮子（中 1辺6);蓮花与
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辺粕之岡元弦紋。当背絞平整，当背有浅浅的刹削痕。当背与筒瓦逹接姓的痕迩絞明昆，西端手

指按痕絞浅。吋代力南朝早期。当径 11.4厘米，辺柁寛 1、高0.9厘米，当心径2.1厘米。（圏

八， 3)

8、栃本八 (NSSJ:采 16) 残半。灰陶原。高辺柁，原地絞紫密，内部顆粒絞細；当面怖8

孵蓮花，蓮辮形体短小且扁平，蓮鶉中部有出筋現象；蓮辮之岡分隔銭若有若元，源端作三尖蓮

菅形，其辺縁呈弧形；中央蓮蓬梢凸起，中心内凹，蓮蓬上怖7顆蓮子（中 l辺6);蓮花与辺柁

之岡凸弦紋若有若尤。当背凹凸不乎，有旋胚紋，当背与筒瓦端部近接処的痕迩絞明昆，而端手

指按痕絞深。吋代力南朝早期。当径9.2厘米，辺乾寃0.8、高0.7厘米，当心径2.0厘米。（圏

八， 4)

9、栃本九（南京城区采集：2) 当面梢残。灰陶原。高辺柁，原地絞疏松，内部顆粒絞粗；

当面怖8辮理花，現仮剰5辮，逹辮形体砲浦，理辮中部有出筋現象；理孵之岡分隔絞已全元，

頂端作三尖蓮督形，其辺線絞平直；中央蓮蓬凸起，中心内凹，蓮蓬上怖7顆迎子（中 l辺6);

蓮花与辺乾之岡凸弦紋若有若元。当背絞光滑，当背与筒瓦端部逹接赴有附加泥片的痕迩，且丙

側有手指按痕。当径 13.2厘米，辺柁寛 1.3、高 1.1厘米，当心径2.6厘米。当背后所接筒瓦完

好，筒瓦表面素面，短唇，唇部圃洞，唇部与筒瓦迩接処（表面）絞徒直，表面圃涸光滑，筒瓦

表面中部有一近似圃形的釘洞（直径約 1.1厘米），筒瓦表面上部与当面造接処下凹；腟部与筒瓦

身粘接処（内）明晟。内面有細小的麻布紋，且内面凹凸不平，吋代力南朝肘期。長20.5、寛 12.3、

高4.8厘米，唇長2.5厘米，筒瓦厚1.0-1.8厘米。（圏六，6)

（二）南京城区三山街‘‘明堂"石寺地点出土瓦特点：

l、該地点出土的縄紋時之端面模印“大明三年明堂壁”六字（圏八， 5、6),表明送一帯曾

是《宋お》、《南史》等史井明礁氾裁的南朝対宋孝武帝大明三年所建“明堂”的地点。

2、出現数量恨少的笈辮蓮花紋瓦当，用送神夏辮蓮花圏案装怖瓦当工芭，近去所知主要流行

f北魏平城和北魏洛附困座都城。当然，南朝夏辮姪紋瓦当与北朝的同炎瓦当初有一定的差昇，

如南朝力高辺乾，辺柁絞窄，且当面低子辺乾；北朝力低辺鈴，辺粕絞寛，当面一般要高子辺乾；

北朝的夏辮蓮紋有絞強的立体離塑感等。

3、不少瓦当当背有旋胚紋，与紳山二号寺底選址出土的部分南朝瓦当制作工芝癸似。

4、筒瓦的工乞特点及筒瓦端部与瓦当的粘接工乞和紳山南朝伝癸建筑逃存等出土南朝同癸瓦

件特点相似。

五、南京附近安徽境内宮址出土姿料

近年来，在倣六朝瓦当研究的辻程中，我fl']一直想寸技到瓦当的焼制地点。1997年，在南京

南郊某建筑工地曽有六朝窟址和部分瓦件材料的友現，可惜，待我伯到現栃后，宮址選存已基本

被破杯，炊残留宿床可以友現，是乎面略呈椀園形的慢首宿型，在現坊仮采集到少量瓦件栃本。

2001年，径「迂凋査，我イfJ在距南京不近的安徽省境内終子友現了一処占地面釈絞大的古代宮址
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群，其中有不少是南朝吋代的宿室逮迩，部分宿室残基内述保留着草木灰、残瓦当、板瓦和筒瓦

等。本文介紹的是我釘在渦査中根据友班的窮址之先后所編的4号宮与6号宮中分別出土的2件

瓦当。

1、栃本一 (ADY:Wl) 灰陶原。原地絞疏松，顆粒絞粗；辺柁残半，当面怖8辮姪花，逹

孵形体痩小且砲浦；蓮辮之f司分隔銭絞粗且清晰，其原端作 "T"形，其辺縁乎直，在T形之岡，

蓮辮的匝部都怖一乳釘；中央蓮蓬不凸起，蓮蓬辺縁カー圏凸弦紋，蓮蓬上怖7顆蓮子（中 l辺

6)。蓮花与辺乾之岡尤凸弦紋。当背平滑，倣工絞好，当背与筒瓦近接処有附加泥片痕迩，且両

端有手指的按痕。吋代力南朝中、晩期。 当径14.6厘米，辺栓寃1.2-1. 7、高0.4厘米， 当心径

3.6厘米，厚約 1.6厘米（圏三， 4)。

2、栃本二 (ADY:W2) 残。灰黒陶原。原地校疏松，類粒絞粗； 当面仮剰2辮蓮花，蓮競

形体痩長；理辮之岡分隔銭絞粗且消晰，其服端作 "T"形；中央理蓬全残，蓮花与辺柁之伺元

凸弦紋。当背凹凸不平，倣工粗槌，吋代力南朝晩期。辺柁寛1-1.6、高0.4厘米（圏三， 5)。

以上丙件瓦当的当面装怖紋祥、制作工芭等与南京市区出土的南朝瓦当凩格基本一致，力此，

我イf]汰力咳窟址恨可能就是南朝肘期東属子都城建康的時瓦焼制工坊的逮存。

六、小結

忌之，根据我イ「J目前所荻南朝瓦件淡料，我伯大体了解到有美南朝吋期都城瓦件的工芭特征：

其ー，南朝肘期的瓦当都是高辺柁，且当面都低子辺柁；当面力単独模制而成，然后再附加

辺範；瓦当与筒瓦端部的粘接処内部都附加泥片，井予抹平，在附加泥片的術側常留下絞深的指

按痕。部分瓦当的当背有旋胚紋，送ーエ乞特点佳承自本臭、西晋肘期，井在隋唐肘期俯有使用。

其二，南朝吋期的筒瓦表面力素面，常有制作工具留下的級向舌肌玉痕，送与朱呉吋期的表面

拍圧縄紋或拍印其他紋怖的筒瓦形成明晟的工芝差弄。筒瓦内面一般都有畑麻布紋，表明筒瓦成

型近程中内有包褒麻布的模具。八筒瓦側面的切割痕判断， 一般都是炊内面切割，切割深度大約

是瓦身厚度的1/2左右。炊部分瓦件的制作痕迩上可以推断， 当吋存在着泥板法制瓦工乞。

其三，南朝肘期的板瓦表面和内面特征及側面切割工芭痕迩等与筒瓦相似， 表明もイfJ的制作

工芭大体一致。

其四，南朝肘期的瓦当与本地区隋居肘期的瓦当在制作工乞上有明晟的佑承美系，但瓦当的

装怖紋祥呈現出明並的吋代差昇。

其五，南朝吋期可能存在不同功能的建筑物在用瓦上有一定差別的制度，即宮殿、不同性原

的礼佼性建筑、陵寝、寺廂建筑等在用瓦上或有一定的制度差屏，送神用瓦制度差屏的細芍特別

是其工乞特点等述有待子逃一歩的研究。

其六，我1fJ近去提出近，南朝以単辮蓮花力特点的瓦当“模式"曾給予北朝、百済国乃至古

代日本的同癸蓮花紋瓦当以一定的影咆 (20)。不近，迭仮是炊瓦当的当面造型特点提出的覗点，事

安究覚如何，述要依罪技木細市的研究才能移得出更有悦服力的結恰。
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忍之，在4---6世紀約300年吋岡内，首先是在中国境内完成了炊秦汲瓦当模式（以云紋力主）

向隋唐瓦当模式（以逹花紋力主）的特型；継而安現了糸亜地区各国対蓮花紋瓦当模式及其他瓦

炎技木的普遍共享和各自又在細甘上的創新，八而共同促逍了糸並地区佑統建筑文化体系的形成。

送一肘期，瓦当的使用述丈現了炊原先的限子宮殿、礼制建筑、陵寝、官署等向宗教建筑的推),

大大か充了瓦当的使用苑園。篭元疑j'i:i],対送一吋期朱並地区瓦的癸型、結拘、造型、技木等何

題的全面研究，有助子深入仏沢当吋不同地区、不同民族之岡的文化交流和人員互劫，炊而掲示

出更多的鮮力人知的拓史奥秘！

本文仮是我伯根据有限的緊料所倣的初歩的探討，目的是希望借此荻得与各位寺家加強交流

的机会。我釘深信，只有不同国家和地区的学者共同合作，才能解決奈亜地区許多有「注意又的

考古学学木何題， 其中也包括我11']目前感采趣的‘‘古代糸虻地区造瓦技木変迂与侍播的考古学研

究"送祥的課題。

文中不当之処，述祈渚位批評和涼解！

注秤

(1) [日］村上和夫著，凡苔、眺肺洋《中国古代瓦当紋祥研究》第四章“魏晋南北朝至原代”圏 8介紹的素辮

述花紋瓦当，力 1949年前出土子南京市振恩寺遠址，由日本糸京大学文学部牧蔵。三秦出版社， 1996年出

版。

(2)北京大学考古系所編洪又《魏晋南北朝考古》第38爽中介紹了出土子南京消涼山地区的几件南朝吋期的遮

花紋瓦当和啓面紋瓦当。 1974年内部印行。

(3)李科友等《汀西九江且友現六朝サ阻城址》，《考古》 1987年第7期。該地点出土了南朝逹花紋瓦当，但洋

細班料未予公布。

(4)成都市文物考古工作臥等《成都市西安路南朝石刻造像消理筒振》，《文物》 1998年 11期。筒振中公布了

該地点与石造像共出的一件逹花紋瓦当。又張肖身等《成都市商曲街南朝石刻造像》， 《文物》 2001年第 10

期。筒振公布了咳地点出土的3件南朝埋花紋和花草紋瓦当。

(5)対建国先生在20世紀90年代子領江城市考古中友現一批南朝肘期的述花紋瓦当，俺者在1994-1995年往

領江作考古凋査吋得以多次親摩，送批材料后由刈建国先生等整理井拙綾笈表，見慎江古城考古所 《江亦禎

江市出土的古代瓦当》，《考古》 2005年第3期；刻建国、滑美云 《詑六朝瓦当》， 《考古》 2005年第3期。

(6)南京市博物館等《江亦南京市富喪山六朝墓地友掘筒振》， 《考古》1998年第8期。咳墓地友現了一件南朝

早期的逹花紋瓦当。又被云翻、邪器等《南京首次友現六朝大型伝癸建筑選存》， 《中国文物振》 1999年 9

月8日ー版。咳文介紹了本次友掘中友現的一批南朝早期痙花紋瓦当。

(7)李姓新《南越国宮署逮址 2000年友掘出土瓦当研究》，戟《半南考古》，文物出版社， 2004年 4月。該文

公布了 2000年子「州出土的一批糸晋晩期至南朝吋期的逹花紋瓦当。

(8)対尊志《徐州出土晋代氾事碑及相美fc1題略考》， 《中原文物》2004年第2期。文中振道了徐城市区金地商

都逮址出土的一批南朝肘期的逹花紋及普面紋瓦当。

(9)拙作《六朝瓦当初探》，戟《六朝文化国転学木研討会袷文摘要》，糸南文化染志社印行，1998年。

(10)被云純、郁福《南京出土南朝橡決装怖瓦件》，《文物》2001年 8期；南京市文物研究所等（被云闘、郡

器扶等）《南京梁南平王俯伶墓I朔友掘筒扱》，《文物》 2002年7期；拙文《南京出土六朝瓦当初探》，《糸南

文化》2003年 1期；南京市文物研究所等（被云翻扶等）《南京紳山南朝伝癸建筑逮存一号伝友掘筒根》， 《文

物》2003年 7期；拙文《南京出土六朝曽面紋瓦当再探》， 《考古与文物》 2004年 4期；拙文《南朝都城建

康蓮花紋瓦当的変迂及相芙何題研究》，栽 《百済汲城期物流系統和対外交流》，柿国柿神大学主編， 2004
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年 7月出版；被云翻、部弱《南京砒戸寺奈出土的六朝吋代溌器和瓦当》，《朱南文化》 2004年 6期；拙作

《南京紳山二号寺逮址出土瓦当初探》，柿国忠清文化財研究院《京亜考古袷伝》創刊号， 2005年；被云純、

路侃《南京友槻南朝“明堂,,時及其学木意又初探》，《奈南文化》 2006年4期等。

兄参見拙著《六朝瓦当与六朝都城》，文物出版社， 2005年出版。

(11)王志高、質維勇《六朝瓦当的友現及初歩研究》，《糸南文化》2004年第4期。

(12)本文所使用的拓片，均力中日学者組成的“古代京亜地区造瓦技木交迂与侍播’’渫題組在守考察吋所翠拓，

拳拓工作主要是由日方学者所完成，在此特予悦明井表示衷心感謝！

(13)南京市文物研究所、中山陵囮管理局文物処、南京大学防史系（例云闘扶等）《南京紳山南朝伝癸建筑逮

存一号伝笈掘筒振》，《文物》 2003年7期；被云闘《笈現最早的地伝逮存 酎京紳山六朝松癸建筑逮存》，

戟《中国年度十大考古新友現 (2000年巷）》，三朕杓店， 2005年 12月。

04) 2008年3月26日在北京挙行的“古代床亜地区制瓦技木変迂与佳播研究国転学木研討会”上，日本学者

佐川正敏先生、山崎信二先生都対“泥板成型”制瓦技木作了研究扱告，本人受益良多，在此特表感謝！

(15)南京市文物研究所、南京栖霞区文化局（碗云翻、邪器扶竜）《南京梁南平王兼侶墓朔友掘筒振》， 《文物》

2002年7期；朱光亜、使云闘、対銑《南京梁俯作墓墓腑原状研究》，《文物》 2003年5期。

(16)例云純《南京紳山二号寺逮址出土瓦当初探》，戟柿国忠消文化財研究院，《糸亜考古恰伝》創刊号， 2005

年；椀云翻《南京紳山二号寺選址出土南朝瓦当与南朝上定林芙系研究》，《考古与文物》2007年 1期。

(17)碗云鞄、路侃《南京友現南朝“明堂”時及其学木意又初探》，《糸南文化》 2006年4期。

(18)碗云純、邪掘《南京出土南朝橡失装怖瓦件》，《文物》 2001年8期。

(19)拙作《六朝橡当的初歩研究》，《文物》 2009年待刊。

(20)被云翻《南朝都城建康逹花紋瓦当的変迂及相芙何題研究》，栽 《汲城期百済物流系統和対外交流》，柿国

肺神大学主舘， 2004年出版；労参見拙作 《六朝瓦当与六朝都城》有美章市。
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